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２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 



５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 
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財 政 課 長  
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事 務 長
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６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、庶務係長、書記 

 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 
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開会 午前１０時００分 

◎開会の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成２０年第２回大空町議会定例会を開会します。 

 

◎開議の宣告 

◇議  長 これから本日の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、議長において、３番、斎

藤宏司議員及び４番、植田泰弘議員を指名します。 

 

◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２、議会運営委員会審査報告を行います。 

議会運営委員会審査の結果について、委員長から報告の申し出がありますので、こ

れを許します。 

議会運営委員会委員長、勝田鉄城議員。 

 

◇議会運営委員会委員長 議会運営委員会の審査結果を報告いたします。 

去る６月１１日に議会運営委員会を開催し、本日開会の定例会の会期等について協

議をいたしました。 

本定例会では、一般質問者が２名であります。町長から提出されております案件が

１０件。財団法人等からの経営状況についての報告が４件あります。そのほか議会側

提出案件も予定されております。 

したがいまして、一般質問及び提出議案の内容件数から判断いたしまして、本定例

会の会期は、本日６月１７日開会をし、６月１８日までの２日間とすることが妥当で

あると全会一致で判断いたしましたので、報告をいたします。 

以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで、議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

◎日程第３ 会期の決定について 

◇議  長 日程第３、会期の決定についてを議題にします。 

お諮りします。本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のとおり、本

日から６月１８日までの２日間にしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から６月１８日までの２日間に決定しました。 
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◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１８名全員であります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとお

りであります。 

本日の議事日程は、配付してあります日程表のとおりであります。 

前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付しているとおりで

あります。 

町広報担当者から写真撮影の申し込みがあり、これを許可いたしましたので、ご了

承願います。 

以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４、行政報告を行います。 

山下町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。 

山下町長。 

 

◇町  長 おはようございます。 

平成２０年第２回定例町議会の冒頭に当たりまして行政報告を申し上げたいと思い

ます。 

３月２６日、大空町行政改革推進委員会を開催してございます。この会議の席上で

は、推進計画の進捗状況、財政健全化計画の概要、また平成２０年度予算の概要等に

ついて説明を行いました。委員からは、税、使用料等の滞納状況等について確認の意

見が出され、また今後厳正な対処をするようにというような意見が出されたところで

あります。 

同じく３月２６日、知床・オホーツク観光立圏行動計画推進協議会が網走市で開催

をされ、出席をいたしました。この協議会では従来課題等について議論をするという

ような協議会でございましたけれども、具体的な行動を起こせるようなそういう協議

会として今後広域観光の情報発信をこの協議会で行っていってはどうかというような

内容について提案をさせていただきました。 

４月１７日、暫定税率等の継続を求める地方の声総決起大会に参加をいたしました。

全国から３,８００名を超える参加者が集い、地方における道路整備の必要性、さら

には地方財源の確保等を決議したところでございます。 
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４月１９日、札幌大空町東藻琴会ふるさとの集いが札幌市で行われ、４１名の方の

ご出席をいただきました。 

４月２３日、大空町水田農業推進協議会を開催をし、平成１９年度の報告、決算、

また平成２０年度の事業計画、予算の承認をいただきました。また、従来１月からこ

の協議会で協議をいたしました対策面積、助成の水準等について最終確定をしたとこ

ろでございます。 

４月２４日、北海道町村会の定期総会が札幌市で開催をされ出席してございます。

政務活動方針の決定、また地方財源の確保や財政健全化への特別決議を行ったところ

でございます。その後の研修会といたしまして、東京大学名誉教授の大森 弥先生の

ご講演を拝聴いたしました。特別町村制、また今回スタートいたしました後期高齢者

医療広域連合において課税権が付与されたというようなことから、今後多様な自治の

あり方が出てくるのではないかというような提唱をされておりました。 

５月２日、女満別地域審議会、５月８日、東藻琴地域審議会であります。これにつ

きましては、平成２０年度の大空町の予算の概要について説明を申し上げ、また財政

健全化計画とその見通しについて、さらには総合計画の実施計画の概要についてご説

明をさせていただきました。各委員の方からは、医療、教育、広報、福祉、環境、道

路、農業、子育て、水道料金等々、行政全般にわたる色々な要望等が出されたところ

でございます。私は挨拶の中で、こういった要望に応えていくためには、何を廃止し

ながら新しい要望に応えていくかというような視点が大切になるということをお話さ

せていただきました。 

５月１９日、網走支庁管内町村会臨時総会が網走市で開催をされました。この折に

は、平成１９年度の事業報告並びに、決算の見込みそして平成２０年度の事業計画等

について協議をいたしました。さらに網走支庁管内町村交通災害共済組合の解散につ

いて協議をいたしたところであります。 

同じく同日、網走支庁管内総合開発期成会の定期総会が網走市で開催をされ、これ

にも出席をしてございます。平成１９年度の事業報告、決算、平成２０年度の事業計

画、予算、これらを審議し決定をしたところでございます。また会の中から、この開

発期成会のあり方等今後検討していこうというような意見が出されました。さらに管

内における医療の確保に向けての体制整備を行っていくことをこの開発期成会として

確認したところでございます。 

５月２１日、北海道空港協会通常総会が本町で行われました。これは空港所在の自

治体で構成している協会でございます。平成２０年度は大空町が当番ということでお

引き受けをしたところでございます。各空港の整備要望を確認し、閉会をしたところ

であります。 

５月２９日、網走支庁管内総合開発期成会総務文教専門委員会が網走市で開催をさ

れ、私はこの委員会に所属をしておりますことから参加をいたしました。委員会の原

案というものをまとめ、７月の中央要望に向けて協議をしたところであります。地方

交付税の確保、サハリン沖油田事故防止等の対策、オホーツク沿岸の防災対策、涛沸

湖における水鳥監察官の整備、廃棄物対策の充実、世界自然遺産知床の適正な利用、

医師確保対策の７項目について委員会としての原案をまとめ、役員会に諮ることとい
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たしました。 

６月６日、第２９回札幌地区女満別会の総会が札幌市で開催をされ、出席をいたし

ました。４４名の方が出席をしてございます。来年度はこの会が発足をし３０周年を

迎えるということで記念事業に取り組みたい。その協力要請があったところでござい

ます。 

６月７日、第３７回旭川東藻琴会が旭川市で開催をされ、１９名の方の出席でござ

いました。長らく会長を務められた八重樫会長から浜本会長に役員改選が行われたと

ころでございます。 

この両ふるさと会におきまして、この税制改正でスタートいたしましたふるさと納

税制度等について、ＰＲ等も兼ねてさせていただいたところでございます。 

また、この一覧表には載っておりませんけれども、６月１１日、大空町、小清水町、

網走市、斜里町など、広範囲において降ひょうがあり、農作物等に甚大な被害が出た

ところであります。被害に遭われた農業者の方々等に、この機会にお見舞いを申し上

げたいと思います。また、その概要についてお手元の資料等に基づき報告をさせてい

ただきたいと思います。６月１１日当日、１３時２５分頃から１４時００分頃にかけ

て、さらに東藻琴地区においては、１６時００分頃もう一度と、２度にわたる降ひょ

うがございました。その大きさは直径約１センチメートルから３センチメートル程度

のひょうが、短時間の間にかなりの量が広範囲において降ったという状況でございま

す。当日の気象予報でございますけれども、午前中に雷注意報が、網走西部地区に発

令をされました。また１２時を過ぎたところで大雨注意報も発令をされたところであ

ります。その後、雷等の雷雨に伴って降ひょうがあったということであります。この

降ひょうの後、直ちに網走・北見・紋別地方に竜巻注意報というものも発表されてご

ざいます。また、ひょうのほかに短時間に集中的な雨が降ったということで、こちら

の方の被害も出ている状況にございます。 

農作物等の被害でありますけれども、この資料にございますように作物は全般的に

降ひょうの被害に遭ってございます。特に、作付面積の多い秋まき小麦、バレイショ、

タマネギ、てん菜などにおいて非常に被害が出ている状況にございます。バレイショ

やてん菜については、今後回復していく可能性もありますけれども、減収が避けられ

ないという見方が強うございます。また秋まき小麦につきましては、出水期を迎えて

おり、さらにその穂が脱りゅうしているような状況で、かなり大きな被害になってい

るという状況もございます。またタマネギ等については、今後生育が進むでありまし

ょうけれども、果たしてそれが品質等が無事なのかどうか、製品として市場に出回る

ことが可能かというようなところから、農業者の方々、今後の対策をどのように取っ

ていくかということで、非常に悩みが多いと訴えられました。また、農作物の被害の

ほかに、ビニールハウス等の被害も出ているところでございます。今回の被害面積、

お示ししております内容、程度１、２、３と、３の方に行くほど被害が大きいという

ことでありますけれども、すべての面積を合計いたしますと３,３００ヘクタールを

超える農地が、今回の降ひょうの被害に遭ったと。私どもの町１３,８００ヘクター

ルの農地からいたしますと２４.０９パーセント、約４分の１が被害に遭ったと言う

ような状況でございます。また、資料の裏面には、道路、街灯、公共施設、民間施設
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等の被害状況についても掲載してございますので、ご覧をいただきたいと思います。 

今後、国や北海道への救済措置の要請を行ってまいりたいと思いますし、関係機関

や団体と連携をして、この善後策等について検討をしてまいりたいと考えてございま

すので、ご理解とご協力を今後もよろしくお願いを申し上げます。 

以上申し上げまして、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

◎日程第５ 一般質問 

◇議  長 日程第５、一般質問を行います。 

順番に一般質問を許します。 

７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 おはようございます。平成２０年第２回定例会に当たり、一般質問をさせて

いただきますが、今月は天災が相次ぎ、今町長からの報告にもありましたように、大

空町におきましてもたしか新聞公表では２,９５６ヘクタール、実際は３,３００ヘク

タールを超す大きな被害が出ております。農作物を初め車両、施設等大きな被害が発

生しております。また、東北地方ではかなり大きな地震の災害にも見舞われ、今日に

おきましても現場の大混乱した様子が報道されております。自然災害の恐ろしさを改

めて痛感した次第でありますし、被災された方々、今回の被害に遭われた方々に心よ

りお見舞いを申し上げたいと思います。 

我が町におきましては、人身被害というものはありませんが、被害額も相当大きな

額になることも予想されます。先ほど町長も申されたとおり、国、道とともに町にお

きましても一刻も早い適切な対応というものが待たれるところであります。我が町に

おきましては、４月に防災計画というものが策定されたところですが、こういった災

害においては前ぶれもリハーサルもありません。今後におきましては行政はもちろん

ですが、ここ数日の災害を他山の石とはせず、住民一人一人が日ごろよりこういった

ことに備える心構えが要求されるということから、それなりの手だてをしていかなけ

ればならないことを再認識させられたところでもあります。 

それでは、通告書に基づきまして、質問をさせていただきます。今回は、教育行政

について。先だって教育委員長に再任されました委員長さんのこれからの決意を改め

てお伺いするとともに、具体的には教育長から答弁をいただきたい、そのように考え

ております。 

まず、１つ目、児童生徒の減少に伴う学級数の減少の結果、町内学校の教師の定数

減などの現状についてはどのようになっているのか。女満別小学校につきましては、

２学級が減っております。そういった状況の中で教師の数との関係をお伺いしたいと

思います。 

２つ目、町内には２つの高校があります。１つにつきましては、町立の高等学校、

１つについては道立の高等学校でありますが、旧東藻琴村時代から続いております通

学に関する助成のあり方につきまして、合併をして３年目を迎えたところであります
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が、今後の考え方についてどのように取り計らっていくことを考えておられるのか、

そのことについてお伺いいたします。 

３番目、奨学金の運用状況について。今いろいろなところで経済的にかなり疲弊を

しておりますし、困窮しているところもございます。この点につきまして就学に関す

る奨学金の運用状況、また利用の度合い等々についてお尋ねを申し上げたいと思いま

す。 

それから、４番目、友好及び姉妹都市、氷川町、稲城市、ありますが、児童生徒の

交流事業、これにつきましてもう長年続いております。これについての現状等々、ま

た長年続けてきた結果の課題等ももしあればそういったこともあわせてお伺いしてお

きたいと思います。 

それから、５番目、教育委員会の会議録、これにつきましては当町におきましては

小学校の改築、それから新学習指導要領、これが２４年から新しい指導要領のもとで

行われることになっておりますが、前倒しして２０年、２１年から取り組むべき内容

のものをつい先だって、１４日、１５日、その辺の改めて通達のようなものが来てい

るかと思います。そういった中でいろいろ子供さんを持たれる父兄、またこれからの

子供さんの環境、また子供さんをはぐくむためには地域との協力もこれから大いに必

要になるだろうということもあわせて言われております。そういった中でこういった

ことに取り組む教育委員会としての姿勢をどのように公表、開示していくのか、会議

録、また別の形でも広報についての考え方、こういったことについてのことをお伺い

したいと思います。 

以上申し上げまして、１回目の質問といたします。 

 

◇議  長 教育委員長。 

 

◇教育委員会委員長 坂本議員のご質問に教育委員会として総括的な事柄について答弁申

し上げます。 

少子化の波は、大空町にも確実に押し寄せてきておりまして、各学校において新入

学児童が減少傾向にございます。特に女満別小学校におきましては、以前は学年２学

級であったものが本年は１学年と３学年において初めて１学級となり、学級数の減少

に伴い教員数も２名の減となりました。少子化は、全国的な傾向でありますが、教育

委員会といたしましても町で行う定住対策などに積極的に協力するほか、児童生徒の

確保のため、それぞれの学校において特色ある学校づくりを進めていかなければと考

えております。高等学校に対する通学費等の助成につきましては、合併時の調整内容

や附帯意見に基づいて保護者負担の一部軽減となるよう対応させていただいておりま

す。 

教育委員会会議につきましては、個人のプライバシー部分を除いて広く町民の皆さ

んに知っていただけるよう公開しております。そのため、会議記録につきましても原

則公開としております。 

個々の具体的な内容につきましては、教育長に答弁いたさせます。 

なお、今後とも教育行政の発展に尽くしてまいりたいと存じておりますので、よろ
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しくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 坂本議員のご質問にご答弁をさせていただきたいと思います。 

まず、１点目、子供たちの減少と、そして先生が減ったということについてのご答

弁をさせていただきたいと思います。女満別小学校に限って申し上げますと、平成１

０年、子供たちの数は３５９人いました。それが平成１５年に３２２人、昨年平成１

９年３１４人、そしてことし２９５人ということで、この１０年間で子供たちの数が

減ってことしは３００人を切ったというような状況にございます。そこで、１年生が

１学級３８名、３年生が１学級４０名ということになりまして、国の義務教育学校教

職員定数等の法律に基づいて先生方の数が２名減らされたというのが今年度でござい

ます。そうした中で女満別町時代から女満別小学校に対しましては補助教諭を２名配

置してございまして、その配置された先生方が１年生や３年生の教室にチームティー

チングとして入っていろんな意味でそれぞれの担任に支援をしている実態にございま

す。新学期始まって、私もこの２つの学年の実情がどうなっているか２度ほど参観を

させていただきました。詳しく校長とも回らせていただいたのですが、給食の時間に

補助教諭が入って手伝いをしていると、体育の時間に入って手伝いをしていると、そ

れからその他細々した図工のとき、あるいは運動会の練習等、そうした中に補助教諭

が入って子供たちの数がふえた１年生と３年生の学級の授業等が効果的になされるよ

う支援をなされているということを拝見してまいったところでございます。児童数の

減少が続いているわけですが、これについては全国的に山村留学とか、あるいは先ほ

ど委員長の答弁にもありましたように、町として進めております定住対策等、これら

とも総合的に考えながら連結した取り組みが必要というふうに考えていますが、山村

留学につきましては希望される方々が山村等の小規模校ということがあったり、全国

的に希望者が減っているということや受け入れる家庭の減少ということもありまして、

なかなか課題としてはすぐというわけにはいかないような状況にございます。町との

連携の中で子供の数がふえていくような特色ある教育活動をやっぱりこの後工夫して

いくように努めてまいりたいと、このように思ってございます。 

２点目の高等学校の通学に関する助成の現状についてでございますが、東藻琴地区

から網走東学区の高校に通学する高校生につきましては、合併協議の中で１８年度か

ら激変緩和措置にならないように対応していくということで取り組んでおりますが、

その際公共交通機関の整備が整うということが一定の条件として、附帯条件としてな

されておりました。それを一応当時合併協議の中では３年以内ということで見込んで

おりましたが、そちらの公共交通機関が未整備のままであるということで１９年度、

そして今年度につきましても当初の助成の額のままで取り組むということになってご

ざいます。 

それから、女満別高等学校のことについてですが、女満別高等学校には高等学校教

育振興協議会のほうに通学費とは別に３００万円助成をして学校教育の質的充実にお

遣いいただくということになってございますが、この通学関係につきましては今後ど
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のような形で生徒数の確保と、それから保護者の負担軽減の両面に資するような方策

がとれるか検討を深めてまいりたいと、このように思ってございます。実際女満別高

校に通う子供たちは女満別駅を利用して、ＪＲを利用して来ているという実態がござ

いますし、バスで来ている子供たちもいると、そういうような実態を細かに把握しな

がら、どのような補助的なことができるのか、この後さらに研究を深めてまいりたい

と、このように思ってございます。 

３点目の奨学金の運用状況でございますが、平成１９年度末の貸付残高は４０６万

９,５４７円ということでございまして、貸し付けしている数は５８名でございます。

そのうち大学関係が３８名、専門学校、短期大学が１６名、高等学校が４名というこ

とになってございます。この額、それから幅、質的なものについては合併協議の中で

旧東藻琴村、旧女満別町の取り組みの中でより充実したほうにレベルを合わせて取り

組んでいるところでございまして、このようなことでご理解をいただきたいと思いま

す。 

それから、４番目の友好町氷川町との、あるいは稲城市との児童生徒の交流の状況

についてでございますが、稲城市の児童交流につきましてはご承知のように平成３年

から児童交流が始まりまして、来年で２０周年目を、来年再来年で２０年を迎えると

いうような実態にございます。この実行委員会は、ＰＴＡが実行委員会になっており

まして、事務局は小学校の教頭先生が担当していらっしゃいます。稲城市の子供たち

は、大空町の学校の夏休みが終わった後に来ております。それから、大空町からは冬

休み期間中に訪問するというような形で実施をしてございます。これまでの取り組み

の中で昨年から大きく変わったところを申し上げますと、それまでは大空町から稲城

市へ交流訪問を希望する生徒全員が行けるような形で取り組んでおりましたけれども、

平成１８年度、１７年ぐらいから少しずつ話はあったのですが、稲城市から来る子供

たちは４５名という長い間、その人数で決まっておりました。そんな関係で稲城市側

のほうから自分たちが行く子供の４５名に合わせた数での大空町からの人数であって

いただきたいというような、そうした趣旨が伝えられまして、といいますのはホーム

ステイを受けるときに４５名を超えますと行った子供以外の家庭にもホームステイを

お願いしなければならないとか、あるいは１つの家庭に２名とか３名とか受けなけれ

ばならないという実態が知らされたところでございます。それで、昨年ＰＴＡの役員

の方々が話し合いをされまして、１年生から６年生まで全保護者にアンケート調査を

実施いたしまして、その結果お互いに訪問し合う数を４５名ということにするのが妥

当であるという結論に至ったようでございまして、昨年平成１９年度大空町からは４

５名の枠のところ実際２５名の子供たちが稲城市に訪問をしたということになってご

ざいます。氷川町につきましては、中学２年生を対象に、先ほどの稲城市は小学校５

年生ですが、氷川町については中学２年生を対象にお互いに夏休み期間中に訪問交流

を実施しているところでございます。これについては、人数的にこちらの町の予算と

しては２０名という枠の中で実施をいたしておりまして、その中で希望を募って互い

に訪問交流をしているところでございます。 

５点目の教育委員会議の記録の公開についてでございますが、会議そのものは個人

のプライバシーに触れるものの場面ではご退席をいただきますが、それ以外の場面に
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ついては傍聴可能ということでございまして、会議記録につきましてもそういう形で

開示をすることができるようになってございます。 

それから、今新しい学習指導要領のことについて坂本議員のほうからお話がござい

ました。新しい学習指導要領が３月末に告示になりまして、幼稚園は平成２１年、来

年度から即完全実施と、小中学校につきましては２１年、２２年と２年間かけて移行

措置をやりまして、２４年から本格実施をするということになってございます。ご承

知のように小学校で外国語、具体的には英語になるのですが、それが５年生から新し

く入ってくるというようなことがありまして、この２１年、２２年の移行措置の中で

はそれらに対する対応が必要でありますし、中学校においては教育基本法の改正によ

りまして我が国の文化伝統を尊重するということが明記されたこともあって、武道と

いうものを中学校の体育の中で取り入れていくというようなことが決まってございま

す。そうした新しい武道の動きに対しても予算的なこと、教育カリキュラムのこと等

協議をしながら今後詰めてまいりたいと、このように思ってございますので、ご理解

をいただきたいと、このように存じます。 

以上、１回目の答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 いろいろご説明、答弁をいただいたところであります。１番目の教員の数が

２名減ったということで、単費でもって補助教諭として採用している人も旧女満別町

時代から２名おられるという現状なのですが、今答弁の中にありましたように、１年

生が３８名、それから３年生が４０名という数になっております。今まで２クラスで

したから、それほど教室の窮屈さですとか、それから先生方１人で目の届く、目配り

できる範囲、ある程度緩和されていたのですけれども、私も３７名、２クラスがあっ

た時代に参観をさせていただいた経験があります。そうしますと、もう父兄の入る場

所がなかったというのが実感としてありました。子供さんたちの机と机の間まで、教

室の真ん中ぐらいまで行かなければ、後ろで参観するということができなかったとい

うことが記憶にあるわけなのですが、ましてや３８、３９、それが学年１クラスとい

うことになりますとかなりの部分で負担になるのではないかと思います。先生方もそ

うですし、子供さんたちもいろいろそういった今までにない形が初めて出てきたとい

うことにもなりますので、そういった部分で改めて補助教諭の先生方の応援をお願い

するということはもちろんなのですが、果たしてそれで十分、１学級になったという

ことで従来どおりの２名の補助教諭の方で足りるのかどうかということで、今後こう

いった事態、少子化が続いている以上またこういったことも出てくる可能性もあろう

かと思います。それから、今小学校がそういう状況なのですが、いずれ中学というこ

とになりますと、今度専門的な教科の先生方も必要になってくるだろうと思います。

そうしますと、資格を持たない先生がほかの教科を担当しなければならないというこ

とも当然考えられてくるわけでして、そういったことも含めていろいろ学校教育に対

するものをもう少し、大空町として文部科学省の規定に合うような形だけでとどまっ

ていいものなのかどうか、そういったことをちょっとお伺いしたいわけです。 
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子供さんの教育というのは、食事をさせるとか、いろいろ今の時期しかできない大

事な部分でもあると思いますので、なるべくといいますか、窮屈な思いをさせない、

そのとき必要な教育が十分できる環境を整えるのは行政としての重要な役割だと、そ

ういうふうに考えておりますので、ことしから１クラスの学年が２つになった、これ

を機会に見直すことも当然必要というふうに考えますので、その辺の考え方について

改めてお伺いしたいと思います。 

それから、２番目の同じ町内に住む高校生の通学助成、この公共交通機関というも

のがどういったものを指して言われているのか、ＪＲだけなのか、バス代なのか。３

年間のことでありますが、同じ大空町として取り組むのであれば、合併して３年目を

迎えるわけですから、こういった方策でやはり両地域がある程度理解できることも当

然考えていかなければならないのかなというようなことも考えておりますので、これ

についてのこれからの検討課題もありますでしょうけれども、その考え方、大空町と

しての一つの整理の仕方を十分考えていっていただきたいと、そのように思います。 

それから、奨学金のことについてなのですが、これは提案事項になりますが、奨学

金を利用した子供さん、当然返済ということがついてくるわけなのですが、先ほども

言いましたように、町で取り組む定住対策、そういった観点の中からある一定期間大

空町内で就業した場合については返還免除のようなことも利用できないかというふう

に考えているわけなのですが、その奨学金のあり方、いろいろ運用の中で定住につな

がる方策の一つの方法として考えられないものかどうか、そのように思っております

ので、その辺の考え方についてもお願いいたします。 

それから、友好町、それから姉妹都市の児童生徒の交流事業、再来年２０年という

長い期間続いてきております。その中で、中には５年生のときに来たけれども、行っ

たけれども、今改めてまた来られる、別の形で大空町とおつき合いをしたり、稲城市

とおつき合いをしたりしている人もたくさん見受けられるわけなのです。これは、非

常に成育過程にある子供さんにとっていろんな刺激にもなりますし、いろんな人生に

おける勉強になっていることは事実なわけですので、こういったものは大いに利用す

べきというふうに考えておりますが、これについて夏休み中であったり冬休み中であ

ったりするわけなのですが、先生とのかかわりというのはどのようになっているのか、

そのことについてお伺いしておきたいと思います。実行委員会がＰＴＡということで

すから、あくまでもＰＴＡの段階で実施する、事務局が教頭先生でしたか、そういっ

た形は理解できることなのですが、やはり大勢の生徒が移動する段階で先生、教員と

して授業の中ではどういう位置づけになっているのか、その交流のことが。ましてや

人数がある程度制限された中で行われていくということについて、１９年度からいろ

いろ形も変わってきているようですけれども、そういった内容について今の形で存続

できるのか、また形を検討しながら存続していくのか、そういったことについてもう

少し具体的に考え方があればお伺いをしておきたいと思います。 

それから、５番目につきましては、先ほども言いましたように指導要領のこともご

ざいます。学校改築のこともございます。機会あるごとにいろいろ住民に知らしめる

方策をぜひとっていただきたい、そのように思いますので、以上お伺いしたいと思い

ます。 
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◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 それでは、坂本議員の２回目のご質問にお答えをいたしたいと思います。 

１点目の子供の数が減って先生の数も減っているという実態についてでございます

が、先ほど補助教諭については女満別町時代からということで申し上げました。これ

は、管内としては一番早い取り組みでございました。現在幼稚園にも２名補助教諭、

特別支援の絡みでつけていますし、今年度中学校にも特別支援の絡みで時間講師を配

置したというようなこともあって、全体的にはそういう体制の中で今進めているとい

うことをまずご理解をいただきたいと思います。 

今回子供の数が減るということで、校長とも減りそうだということがわかった３月

の段階からいろいろ協議を重ねてまいりました。現在の５年生が議員先ほどおっしゃ

られましたようにかつて入学したときにたくさんの子供がいて、今現在の５年生は７

５名いて、３７と３８でございます。実際３年生の教室、４０名のところを回ったの

ですが、３年生ぐらいだとまだ体も小さいから、おっしゃるようなことはそうはない

なと思ったのですが、大きくなってくると確かに体の大きさが大きくなって狭くなる

というようなことも実態としてはございます。ただ、全道的にも全国的にも今すごく

大きな問題になっているのは、かつては子供が多くて学校を増築しなければならない

というような課題があったのですが、今は少子化の波の中で１つの学級に入る人数が

４０名とか３９とか３８と、こういう少子化の波がすごく悪い形で出てきているとい

うのが北海道全体、管内的にもそんな実態がございます。そういう中で議員が指摘さ

れますように、文部科学省の基準では４１名を超えなければ学年を２つに分けれない

という、そういう法的な、そういう先生の配置が道あるいは国からなされないという

決まりになってございます。それらに対して今後１つの学級の人数がふえることにつ

いて町としてどのように対応していけるかということについては、もう少し時間をい

ただきながら十分検討してまいりたいと、このように考えてございます。２回学校を

訪問して校長と意見交流した中では、５年生もそういう実態にあるということ等を含

めて、学校の体制としては十分１人の先生に負担が行かないようにというようなこと

を考えているということは聞いてございます。 

それから、中学校へ進学した場合の専科、専門教科の免許のない人が教えていると

いう実態ですが、これはどこの学校でもどの市町村でも、我々も教育長部会でも道教

委や文部科学省に免許外教科の担任の解消ということは毎年要望してございます。１

人で例えば数学の先生が技術を教えて社会科も教えなければならないという、中学校

で学年１学級ずつの学校ですと校長、教頭含めて９名しかいませんので、必ず免許外

の教科を持たなければならないという、そういう実態にございます。そういうことも

含めてどういうようにすることが子供たちのためによりいいのか、今後もさらに研究

を深めてまいりたいと思いますし、行政の流れの中でまた道教委や文部科学省のほう

にもさらに要望を強めてまいりたいと、このように思ってございます。 

それから、高等学校の通学費の助成の関係でございますが、公共交通機関というの

はことし東藻琴女満別間を地域循環バスというような形で動かしておりますが、そう
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した両地域間を結ぶようなバス、あるいはさらにそれを通う生徒のエリアも想定した

ような中で何とか保健医療関係も含めてできないかというのが当初合併協議の中での

いろんな話し合いの内容でございました。そんなことも含めながらこの後も考えてい

きたいと思っていますが、特に女満別高校に通う生徒につきましては、どこからどこ

までを便利にいいような、負担にならないような形にできるかということについて少

し検討していきたいと考えております。例えば大抵の子供たちはＪＲ女満別駅で乗降

車しているのですが、そこから高校までの間徒歩で子供たちが歩いていますが、それ

らを何か交通機関を動かすことで何とかならないかとか、あるいは天都山で東京農業

大学ございますね、そこまでは網走の民営のバスが動いていますから、それからつな

げるかとか、あるいは現在東藻琴の藻琴駅までは東藻琴高校に通う子供たちのために

スクールバスを迎えに出してございますので、そうしたやり方をさらに女満別地区に

もどのように拡大できるかなど、この後少しく時間をいただいて詰めさせていただき

たいと、このように思ってございます。 

３点目の奨学金についてでございますが、ご承知のように奨学金は基金の中から、

基金をもとにして運用しているわけでございまして、もし一定期間定住した場合免除

するということになりますと、返還されないお金がどんどんふえていくということに

なりまして、次に借りたいという人がいた場合、原資の担保ができていかないという

ことも想定されます。ですから、議員がおっしゃるような形で免除していくとなれば、

それは教育委員会だけではなくて、町の一つの政策、定住、あるいは財政の問題等も

総合的に考えながらいかなければ、委員会だけではなかなかご答弁のできかねる問題

だなというように思ってございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

４番目の友好、姉妹都市交流につきましてですが、稲城市のことに限って言います

と、先生方は２名、そのほかＰＴＡが実行委員会として動いていますので、ＰＴＡの

役員の方々がついて総勢で多いときでは８名、７名というような形でついていってご

ざいます。それから、子供たちの交流と授業のかかわりですが、こちらから稲城市へ

行くについては５年生が春から社会科や総合的な学習の時間の中で稲城市についてず

っと継続的に学習をしております。それは、向こうに交流で行く、行かないという子

供たち、そういうことにかかわりなく一つの授業としてやってございますし、稲城市

から来る子供たちを迎える場合についても大空町の地域、自然等について、文化等に

ついて継続的に学習したものを図書館の中で授業として公開をして、そしてそこで大

空町のことについて学習をしていただくと、そういう組み立ての中でこれまで交流を

進めてきてございます。氷川町についても、中学生ですが、同じような形で授業の中

で取り入れたり、あるいは行く前に何回か学習会を実施したりして情報がある程度整

った中で交流に行くと、そういう体制にしてございますし、先生方も必ず、保護者も

必ずついていくような形で取り組んでいるところでございます。 

それから、会議録の関係でございますが、ご意見いただきましたとおり、これら教

育の変革の中でさまざまな情報がよく保護者等に伝わるように、この後また情報の発

信の仕方について研究をしてまいりたいと、このように思ってございます。 

以上、２回目の答弁とさせていただきますので、よろしくご理解いただきたいと思

います。 
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◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 いろいろ答弁をいただきました。１番目についてなのですが、多いクラスの

担任の先生の負担にならないような形のものをいろいろ工夫するということなのです

が、先ほども言いましたように、２１年度から新指導要領に基づく前倒しした部分を

取り入れていきなさいというような指導でないかと思うのですが、そういった中で総

合的学習ですとか道徳、それから算数、数学、理科、こういったものを一部先行して

行うというようなことでございます。それから、国語、社会、音楽、新指導要領のも

とでやることもできるのですが、現指導要領による場合は内容を一部追加運用しなさ

いというようなことが新聞記事の中に載っておりました。こういった作業に取り組ん

でいく場合に先生方に余裕といいましょうか、こういった前倒しが新たにふえますし、

１週間の授業時間数もふえる部分も出てこようかと思います。そういった中で、やは

りある程度いろいろなところで子供さんも４０人いっぱいいっぱいいるよりは人数の

少ないほうが余裕もできるでしょうし、いろんな面での余裕の中での学習に取り組ん

でいけるというようなこともあります。また、先生方についても新たなものに取り組

む、またこれは研修会などいろいろなものも必要だというような全国の校長会ですと

か、そういった関係の団体の代表者の談話なんかも条件整備が先にありきだよという

ようなことも出ておりますし、予算の拡充も当然これは取り入れなければならない、

取り組めない内容だというような話も出ておりました。これは、教育委員会と、それ

から町長部局とこれからのいろいろ検討する内容でもありますし、詰めていく内容で

もございますので、こういった早目早目の対応をしながら、いろんな形で余裕を持っ

た学校生活が送れるという方法をぜひ前向きに取り組んでいただきたい、そのように

考えております。 

それから、２番目につきましては、全体的に企画のほうから総合的な、総体的な交

通システムを今検討している途中経過の話も聞いておりますが、これも早急にいい方

法を見出すべきのように思いますし、これにつきましてはやはり今現在車に乗ってお

られる、これは教育委員会とちょっと離れるかもしれませんが、今車を運転できても

３年後車を運転できない方も出てくるかもしれないのです。ですから、常に見直さな

いと現状に合った交通システムというのが難しいように思います。これは、だから慎

重にいろんな多方面での検討が必要になってきますし、ことしから一部取り組んでお

りますが、これも早目の確立をぜひお願いしたいと思います。 

３番目の奨学金についても町長部局といろいろ詰め合わせながら、今後の政策とし

て差し支えなければ町長からももし考え方があればお伺いをしておきたいなと、その

ように思います。 

以上申し述べて、３回目といたします。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 それでは、３回目のご質問にご答弁を申し上げたいと思います。 
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１点目の関係でございますが、新しい学習指導要領、前倒し、移行措置と、こう言

うのですが、その新しくふえる場合は削除になるものもございます。例えば小学校の

英語が今度５年生、６年生、１年間３５時間入るのですが、それは現在あります総合

的な学習の時間、年間１０５時間の中から３５時間を抜いて、それを英語活動に充て

るというようになってございます。ただ、議員おっしゃりますように、１週間１時間

程度、１年生から６年生までほぼ１時間程度ふえるということは間違いない実態にご

ざいます。中学校も全く同じような状態です。そんな中で先ほどちょっと申しおくれ

たのですが、専門教科の先生というのもことし置いております。ことしは理科の先生

を、教務主任を理科にしてやっているのです。それは、高学年の理科の授業は全部そ

の先生が教えるという中学校に近い、専科制に近いような形でもやっております。で

すから、大きな学年になったときはそういう専科制のよさも生かしていける、このよ

うに思っておりますので、ご理解いただきたいと思いますし、研修につきましてはこ

の後先生方とも詰めてまいりますが、昨年度から教育委員会、校長会、先生方と一緒

になって大空町学校教育研修会というのを夏休みに入って実施しておりまして、こと

しも新しい学習指導要領にかかわる研修会を実施しますということで今計画してござ

います。地元にいて、外から講師を呼んできてそういう新しい教育の動きに対しての

研修もするというような体制もとってございます。総体的に予算等の拡充の必要性も

出てくる面も、例えば武道等については予想されますが、それらについても町長部局

との十分協議をしながら対応してまいりたい、このように思ってございます。 

それから、高等学校の通学関係ですが、今議員も指摘されましたように、企画のほ

うで運行しています循環バス、それの時間差をうまく使いながら、それは可能かどう

かということもこの後検討の一つに上がってこようかなというふうに予想をするとこ

ろでございます。 

奨学金については、教育委員会だけでなくて町長部局との関係も非常に強いことで

ございますので、私のほうからはそうした検討協議の場の中でそういうことが可能で

あればということでお答えをさせていただきたいと、このように思います。 

以上でございます。 

 

◇議  長 ７番、坂本一光議員。 

 

◇坂本議員 いろいろと答弁をいただきました。いずれにしましても、行政としていい学

習環境を整えてあげるということを最前提にいろいろこれから取り組んでいっていた

だきたい、そのように申し上げて質問を終わりたいと思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 はい。承りましたご意見等をもとにそうした方向でスタンスを失わないよう

に頑張ってまいりたいと、このように思いますので、ご指導いただきたいと思います。 

 

◇坂本議員 終わります。 
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◇議  長 これにて坂本一光議員の一般質問を終了いたします。 

ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０１分 

再開 午前１１時１１分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、１２番、小島一弘議員の一般質問を許します。 

 

◇小島議員 ６月定例会に際しまして、２点ほど通告をさせていただいております。一般

質問に直ちに入る前に、先ほど同僚議員からもお話がございましたように、降ひょう

による農業災害が深刻な状況になっていることにお見舞いを申し上げたいと、このよ

うに考えている次第であります。職員の皆さんもその調査に鋭意努力をされていると

いうことでございます。農業災害だけでなくて、若干触れられておりましたけれども、

他の民間その他施設の農業災害以外の事故も生まれているということをつけ加えてお

きたいと、このように思う次第であります。 

私は、今回地球温暖化対策と循環型社会について、２点目として公共施設の維持管

理と更新についてということで通告をさせていただいております。この間新聞報道に

よりますと、６月１４日、昨日でありますけれども、この何日間に非常に地球温暖化

についての記事が洞爺湖サミットが近いということもあって出ております。６月１４

日の道新においては、サミットの森美幌で始動と、ＣＯ２排出分植林で相殺と、東京

の大学ＮＰＯと協定、町有地に６６７本と、このような記事でありますとか、同日の

低炭素地域道内から５件、環境省事業として選定事業が報道されております。廃食油

循環モデル、あるいはバス・アンド・サイクル型観光、バイオディーゼル燃料活用等

々です。それから、その前の日、６月１３日におきましては帯広畜産大学のホエーか

らバイオ燃料など採択と、この記事の中で特徴的なのは牛のげっぷのメタンガスを減

らす飼料添加物開発、北大、ほかに排雪作業で集まる雪を使う農産物貯蔵等々、ホエ

ーからバイオ燃料など環境を意識した報道でございます。６月１３日の読売の報道に

よりますと、高橋潤一さんという帯広畜産大学の教授によりますと、げっぷ対策待っ

たなしという内容で、従来我々としては一番自然に親しみ、自然と融和し、自然を根

拠にして地域の極めて大事な産業である農業というのは環境に一番適応しているので

はないかと思って、一般的には理解されているわけでありますが、牛のげっぷに含ま

れるメタンは二酸化炭素の２３倍、家畜のふん尿や化学肥料を使った畑から出る亜酸

化窒素は２９６倍の温室効果がある等々、高橋さんの言によれば、農業に影響がある

から余りそういうことは言わないようにしようというような傾向があるのではないか

と、そんなことはなく、タブーなくきちっと議論をして改めて農業のあり方というこ

とも考えたらどうかというような趣旨の発言等々、１２日においては道新においてサ

ミットと北海道、環境大合唱の陰でということでいろいろとサミットに向かっての記

事が載っているということでございます。 
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そのことを前提にした上で地球温暖化対策の循環型社会についてでありますけれど

も、私が通告要旨で法律に基づく市町村実行計画は以前にも指摘したが、現在策定さ

れたのか、こういう趣旨の通告をいたしました。甚だ不親切な内容でありましたので、

私の考えとしてつけ加えておきたいのでありますけれども、地球温暖化対策の推進に

関する法律ができて平成１０年から始まっているわけでありますけれども、１８年の

６月７日に最終改正というようなことでございます。その際第２条の３項の温室効果

ガスの定義だとか、あるいは第４条の地方公共団体の責務だとか、第８条の京都議定

書目標達成報告についての規定だとか、あるいは第２０条の国及び地方公共団体の施

策についてとか、そして市町村実行計画、地方公共団体の実行計画なのでありますけ

れども、このことについては第２１条で地方公共団体の実行計画等に関するものとし

て規定されているようであります。私が何を申し上げたいかといいますと、市町村実

行計画がともすれば地域の中における一事業所としての意味で実行計画が策定される

という傾向がありまして、そのことについては当町の実行計画についてもそうなので

ありますけれども、そういう中身の中で市民と企業と３者一体となった協働の行為と

いうものがなされなければいけない性質のものを、法律が若干そういうことなもので

すから、それに敷衍すればこのような市町村実行計画でいいという形で策定されてい

るようであります。それについて若干問題意識と疑義がありますので、ご答弁をいた

だきたいと、こういうことでございます。 

それから、１の２といたしまして、東藻琴村時におきましてバイオマスタウン構想

というものを制定しております。合併の前の１７年だったと思うのですが、インター

ネットで検索いたしますと、バイオマスタウン構想を公表した１３６市町村という中

に、これは２００８年の３月現在になりますけれども、旧東藻琴村、現在大空町と、

こういうふうに書かれております。そういうことでこれまでの経緯は経緯として、大

空町に現在引き継がれている計画、構想なのかということをお聞かせ願いたいと、こ

のように考えている次第であります。 

以上１、２をあわせて今後の環境対策と循環型社会のあり方について基本的な考え

をお聞かせを願いたいと、このように考えている次第であります。 

大きな２点目の公共施設の維持管理と更新についてでありますが、これにつきまし

ては老朽化、備品、機器類も含め対策をどう進めるか基本的な考えを伺いたい。この

ように申し上げたのは、ゲートボールセンターの事故や飾り壁の老朽化の問題、ある

いは給食センター等々の問題等々でいろんな形で委員会の審議においてもそうですが、

臨時会においてもそれぞれいろいろとお聞かせを願っているわけでありますけれども、

改めて定例会ということで町長のお考えを、あるいは教育長のお考えもあわせて、そ

の考え方についてどう考えているのかということをお聞かせ願いたいのであります。 

それから、施設の有害物質に対する危機管理と処理はどう進めるのか。専らＰＣＢ

とアスベストを中心にしてお聞かせを願いたいのでありますが、一番率先垂範しなけ

ればいけない行政の内部というか、行政が直轄している施設の中に、あるいは業務委

託ないし指定管理に今出しているという経過もあるわけでありますけれども、そうい

う有毒物質の取り扱い、危機管理についてはどのように行って処理をどう進めていく

のかということについてお聞かせを願いたいと思っております。 
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その３といたしまして、施設の関連がございますので、指定管理及び業務委託の関

係者との協議はしたがってどうなっているのかということであります。それで、私と

いたしましては、場当たり的な突発的な問題が起きたときに修繕、突発というよりは

予測できるというふうに私は考えておりますが、予測できるにもかかわらず予算措置

が十分されないまま施設の管理といいますか、小破修繕のようなレベルは別といたし

まして、かなり深刻なものが含まれてございますので、この更新について計画的に行

う考え方についてお伺いをさせていただきたいと、このように思っている次第であり

ます。 

以上、それぞれ総合計画、過疎計画含めてきちっと十分な明快な位置づけというも

のが余りないようにも思われますので、町長と教育長のご答弁をいただきたいと思い

ます。１回目の質問を終わります。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 小島議員の一般質問にお答えしたいと思いますけれども、今回のご質問の内

容、非常に広範囲なところでのご質問ということで十分的を射た答弁になるかどうか

不安でありますけれども、答弁を申し上げていきたいと思いますので、不十分な点に

つきましては後ほどのまたご質問等でお聞きをいただければと、そのようにも思うと

ころであります。 

市町村における実行計画、地球温暖化防止のための実行計画、これにつきましては

本年の１月に策定をして住民公表、住民に対して広報等で周知をし、また議会の議員

の皆さんにもその計画書等について配付をしたところであります。１８年度を基準と

いたしまして、２０年度から２４年度までの５カ年間で町としていろいろな事業活動

を行っている中の二酸化炭素換算排出量を６％削減をするということで目標にしてご

ざいます。しかしながら、これにつきましては議員がご指摘のとおり市町村の事業活

動というところの域を抜けていないものでございます。そういった中でこれでは地球

規模としての地球温暖化の防止対策というところがまだまだ不十分だということで、

この３月の定例会の中でも太陽光発電等に係る一般質問のご答弁の中でも触れさせて

いただきましたけれども、町民の皆さん方や、また企業活動などをされているそうい

った方々においての協力も不可欠であると。そういう中におきましては、町民の皆さ

んがどういう形でこういった温暖化防止に対して取り組んでいったら良いのか、そう

いう指針的なものをこの年度中に作成をして皆さんにお諮りをしたいと、そのように

考えているところでございます。現在、２０年度においてこの行動指針というものを

策定中でございます。そういう中で町民の皆さん方、また企業活動をされている方々

にご協力を賜りたいと、そのように考えているところであります。 

そういった企業活動といいましょうか、事業活動といいましょうか、そういう中の

一つとして農業があるわけでありますけれども、旧東藻琴村時代においてバイオマス

タウン構想というものを策定をいたしました。これは、１７年の１月に策定をし、１

８年の２月に国から公表され、私の考えではこれは新町に引き継がれていると、その

ように認識をしてございます。さまざまな環境問題への取り組みを具体的に実現して
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いこうと。構想の内容は、農業の中における堆肥ですとか敷料等、そういったものへ

のバイオマスの活用、さらには農産物の残渣物を加えた高品質な堆肥の生産や利用、

そして消費者の方々の安全や安心に対するニーズに即したクリーン農業に取り組もう

と。そういうものを通じて地域のブランドを確立し、ひいては担い手の育成や地域活

性化を目指したいというものでございます。具体的な事業といたしまして、平成１８

年度に旧東藻琴村農協が事業主体となりまして堆肥化施設の新設整備を行っていると

ころであります。この設備を設置しましてから自己完結型ということだけではなくて、

地域として耕畜連携による地域の循環型農業への取り組みというものを進めていこう

ということになってございます。現在のバイオマスタウン構想、いろいろなものが検

討といいますか、該当になりますけれども、家畜の排せつ物のほかにも先ほど言いま

した食品の廃棄物、また木くずや有機性の汚泥など、そういったものも対象になると

いうふうに考えてございます。北海道では、１７年の３月に北海道循環型社会推進基

本計画というものをつくっておりますし、また大空町の総合計画の中においても農林

漁業の振興の中で土づくり対策の推進ですとか、堆肥の利用拡大を推進するというよ

うな表現になってございます。こういう中でこの環境と共生をしていく農業のあり方、

バイオマスタウン構想というものが引き続き踏襲されてきていると、そのように私は

考えてございます。 

その環境共生型社会というのでしょうか、循環型社会というのでしょうか、私はと

らえる面といいましょうか、取り組んでいく方向性として２つあるのではないかと。

それは、先ほど言いました企業活動ですとか事業活動、そういう生産の現場、産業や

経済の現場のところでいかにその生産過程、工程を見直して地球温暖化の温室効果ガ

スを抑制していくか、そういう生産の段階での見直しというものが１点ありますし、

またそれを今度は消費する側の私たちの生活の側、消費の現場の中で新しいエネルギ

ー源を使うですとか、またいろいろな啓発活動を進めて節約をしていく、節減をして

いく、さらには生活そのもののサイクルといいましょうか、質、そういったものを改

善をしてそういう温室効果ガスというものを抑制していくということも一方では必要

ではないかと。先ほど申しました町民行動計画等については、この生活の見直し等が

中心になってくるのではないかと、現在そのように考えてございます。ただ、私自身、

いろいろなことが新聞、テレビ等々で報道されておりますけれども、正直申し上げて、

どの行動がそういったものの抑制につながっていくのか、十分自信はないわけであり

ますけれども、報道されていること、少なからず偽りではないと。そのような中でい

ろいろなものをできるところから取り組んでいける、そういう取り組みを町民の方々

にお願いをしてまいりたいというふうに考えているところでございます。 

１点目の地球温暖化対策と循環型については、以上ご答弁とさせていただきます。 

続きまして、公共施設の維持管理と更新についてということでございます。老朽化

した施設、備品、設備、いろいろなものがありますけれども、どのように対処してい

くかということで、まず現状でありますけれども、施設の小規模な修繕等につきまし

てはその科目、科目において年度当初、例えば自動車修繕ですとか、施設の小破修繕、

重機、備品修繕というようなもので概算で予算をつけてございます。しかし、規模の

大きな修繕や備品の更新といったものは概算というわけにはまいりませんので、担当
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課からその必要性に応じて参考見積りを徴した上で予算要求がございますので、その

中で人的被害の可能性ですとか緊急度を勘案をして、当初予算にできるものについて

は予算づけをさせていただいているところであります。そういった物品、建物もそう

でありますけれども、耐用年数というものが通常言われております。本来ですと、そ

の耐用年数を経過した場合については、老朽化して、更新のことを十分考えをめぐら

せて対処しなければならないということでありますけれども、本町の場合耐用年数が

経過したということのみをもって備品を更新するということは現在至っていないとこ

ろでございます。耐用年数を経過したというもの等々についても、実際の利用時間で

すとか、利用の状態、またその後の手を加えた整備の状況等、そういうものも勘案を

しなければなりませんし、日常点検と、さらには専門業者に委託しております保守点

検等、その状況を見ながらできるだけ長く使えるように努めていきたいという考え方

を持ってございます。施設等々の目的や利用頻度、安全性、そういったものを勘案を

しながら備品や設備の更新を今後とも実施をしてまいりたいと思います。 

しかしながら、議員がご指摘のとおり、私どもが予測し得なかった、議員からいう

とある程度予測できたのではないかというご指摘もございましたけれども、具体的な

例を言いますと給食センターのボイラー施設等々、こういったものについて私どもの

予期しない部分で発生する場合もあります。そういった場合については、人命ですと

か、そういう安全性、また町民の皆さんの生活にどのように影響を及ぼすか、それを

最小限に食いとめるような形で順次対応していきたいと、そんなふうに考えてござい

ます。正直、財源が潤沢にあるならば、理想的な更新年次でもって計画的に整備、更

新というものを進めていければ一番いいと、そのように考えておりますけれども、限

られた財源の中どのようにやりくりをしていくかということでありますので、そのこ

とについては十分先ほど言った点、いろいろな視点から物を見て、そして優先順位の

高いものから順次整備していきたいと、そんなふうに考えておりますので、ご理解を

賜りたいと思います。 

また、安全対策としてのＰＣＢであります。これについては、少し数字も報告をさ

せていただきたいと思います。平成１５年に日本電機工業会から、平成元年以前に製

造された変圧器等の一部から微量のＰＣＢが検出されたというようなことで、これら

の使用を中止するとき、また保管に切りかわった場合、ＰＣＢ含有の検査を実施し、

そしてその状況によって適切な保管が義務づけられました。その含有の量であります

けれども、１キログラム当たり０．５ミリグラム以上のものというような水準だそう

でございます。それで、検査をいたしましたところ、本町には３９の施設のうち１８

の施設が平成元年以前に製造されたその絶縁油を使用した変圧器ですとかコンデンサ

ー等を有する施設だということが判明をいたしております。その中でその変圧器等で

ありますけれども、４８個あることが確認をされました。それは、高圧コンデンサー

１０台、それから変圧器３２台、遮断器１台、計４３台、これがそのうちＰＣＢが含

有されているかどうかということについて、現在使用中ということもあり、まだ未確

認の状況であります。そのほか５台については取り外しをし、ＰＣＢの含有について

調査をいたしましたところ、４台がＰＣＢ含有、１台が含まれていないというような

状況でありました。その４台につきましては、現在蛍光灯安定器等電気機器、これら
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もＰＣＢの対象となっております。こちらは、確認いたしましたところ４６４基ござ

いましたので、その４６４基と先ほどの含有されていた４台あわせて現在女満別地区

の一般廃棄物処理場の旧施設のところに適切に保管をさせていただいているところで

あります。含有がなかった１台については、処分をさせていただいたということで、

現在４３が未確認の状態でございます。 

これらを処分する方法でありますけれども、北海道は平成２６年までの処理計画と

いうものを立てまして、網走支庁管内におけるそういった含有物の処理については平

成２４年度に処理をするというふうにしてございます。それでありますので、私ども

といたしましては平成２１年度中までに未確認であったその４３台について調査を実

施したいというふうに考えてございます。そして、その調査の内容によって２２年か

ら２３年、もしくは２４年までの間に対応方針と具体的な対応を講じたい、そして２

４年、網走管内の処理の順番が回ってまいりましたら、関係するものについては２４

年度処理をしたいというふうに考えてございます。ただ、先ほど言いました蛍光灯安

定器等電気機器については、北海道内では処分ができないというような報告といいま

しょうか、連絡を受けてございます。これについては、北海道としてどういうような

対応ができるか未定でありますので、それについては当分の間先ほど言った施設等に

保管をしながら、北海道としての対応に連動して処理をしていきたいと、そのように

考えているところでございます。 

また、アスベストというものについても国のほうから除去、また囲い込み等の情報

が参りました。これについては、従来１％未満であればオーケーということでありま

したけれども、その基準が０．１％未満に引き下げられました。私どもは、旧両町村

とも平成１７年度までに１％未満という基準をもとに各公共施設を分析したところで

ありますけれども、それ以降基準が下がったと、さらには本来日本国内では出回って

いないと言われていた３種類のアスベストの使用というものが発見されたので、その

ことについても確認をするようにというような内容の指導が入ってまいりました。そ

ういったこと等を勘案をして現在の公共施設を調査いたしましたところ、現在調査が

必要な公共施設が８施設ございます。これは、大空町役場、そして一般廃棄物処分場

前処理施設、女満別除雪センター、東藻琴総合支所、大空消防署、東藻琴出張所、東

藻琴除雪センター、女満別中学校、女満別ゲートボールセンターの８カ所でございま

す。いずれも１７年までの調査の中で１％未満が確認されていたり、また囲い込みの

対応、また除去の対応をしたものでございますけれども、基準が下がった、さらには

先ほど言いましたように新しいアスベストの製品も出てきたということで、これらの

施設について今後対応していかなければならないことになってございます。しかしな

がら、再分析の調査の方法、これは国が法律等で示すこととされておりますけれども、

まだその内容が詳細に示されておりません。その調査方法が示され次第、分析調査、

さらにその後の内容によって適切な改善措置をとっていきたいと、そのように考えて

おりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

また、施設の管理等々でありますけれども、施設の管理等については町が所有者で

ありまして、それを指定管理者の方に例えば協定を行って管理をお願いをしたり、ま

た業務委託契約というような形で管理をお願いするというようなことになってござい



- 21 -

ます。今回町自身がというより、町自身、また指定管理者以外の方から危険箇所が発

見されるという事案が発生いたしました。その管理体制や連絡体制が不十分であった

ということで、この場を借りておわびを申し上げたいと思います。今回３月に発見さ

れた事例もございましたので、４月には各課懇談の際に各課に対して全施設について

所有者として、町として、今後そういうことがないように全体的に見直すようにと指

示をしたところでありますけれども、まだまだ不十分ということで反省をしていると

ころであります。今後その指定管理者や業務委託を受けた方々と町との関係でありま

すけれども、当然日常的な小破の修繕等については確かに指定管理者等に予算をつけ

てお願いをしている部分もありますけれども、あくまでも所有者は町でありますし、

大規模な修繕、将来の利用計画ということを考えれば、その中で町としてその施設を

どのように今後対処していくのかということについては十分考えなければならない。

そういう将来の利用ですとか、そういうものを考えたときには町の責任というものは

指定管理者においても消えることはないと、私はそのように考えておりますので、今

後とも指定管理者と十分な協議を行い、またその対応等の役割分担をはっきりとさせ

ながら、日ごろから連携をして速やかな対処に心がけていきたいと。こうやって口で

言いましてもなかなか実践ができていないということではありますけれども、繰り返

しそういうことを確認をし合いながら今後も対処していきたいと、そのように思って

ございます。 

施設の計画的な更新というのでしょうか、というようなことについてもご質問をい

ただきました。従来といいましょうか、古い時代においては潤沢な財政状況の中で新

築や建てかえというのが一般的だったかと思いますけれども、今の時代いかに長期的

な視野に立って経済的なコストで住民の皆さんにいろいろなサービスが提供できるか

ということを視点におきながら施設というのは運営していかなければならないと、そ

のように考えてございます。そういった中においては、合併した市町村ではあります

ので、場合によっては施設の統廃合ということもあるのかもしれません。また、余剰

施設の利活用という視点も大切であります。その中で建物等でありましたら、長寿命

化を一つの目標として今後も対応していきたいというふうに考えてございます。財源

的な課題はもちろんありますけれども、住民の皆さんへのサービスの提供ですとか、

安全性の確保というようなこともございます。できるだけ計画的な改修に努めてまい

りたいと。そういった意味で総合計画等々にこういった改修計画というものを随時盛

り込みながら、そして進めていきたいというふうに考えてございます。具体的な手法

でありますけれども、平成１９年度に公共施設管理運営計画概要調書、これは役場の

内部での調査物でありますけれども、企画課が中心となって施設の概要や管理方法、

利用状況、課題、評価、今後の整備計画というものを担当課から事情聴取をしたもの

がございます。これは、主に概要の域を抜けておりませんし、総合計画の議論のため

のたたき台として内部議論もまだまだ十分でない中で取りまとめております。今後は、

こういった内容のものを詳細に確認をしながら内部調整をして、そして総合計画の実

施計画の中に優先順位を決めながら盛り込んでいく、そして議会での議論や町民の皆

さんの議論をいただいて実施をしていくということに努めてまいりたいというふうに

考えてございますので、ご理解を賜りたいと思います。 
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全部十分なお答えになっているかどうか、ちょっと自信がございませんけれども、

とりあえず１回目のご答弁とさせていただきますので、また２回目以降ご質問等をい

ただければと思います。 

以上申し上げまして、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 暑い方は、上着を脱いでよろしいです。 

   教育長。 

 

◇教 育 長 小島議員の一般質問にお答えをしたいと思います。 

ほとんどの部分について町長のほうでご答弁をいただいたと、このように思ってご

ざいますが、教育委員会に関係するところにつきまして、そこをご答弁をさせていた

だきたいと思います。 

前段、議員の最初の質問の中にも教育委員会の施設等にかかわる事故と修繕等につ

いてご指摘がありました。そういう意味では、委員会のほうで管理をしています社会

教育あるいは学校教育関係の施設につきましては、老朽化をしているものが多いとい

うことは事実でございまして、それらについて総合計画の中に盛り込まれていないも

のもございますので、今年度策定をいたします大空町教育推進計画の策定の中では、

今町長が答弁されたような町全体の整備改修計画等を踏まえながら全町的な中で検討

させていただきたいと、このように考えております。そこで、こうした事故等、改修

等が続いたということもございまして、この後教育委員さん方、それから社会教育委

員さん方、それぞれ分かれて管轄をしております施設等について視察をするというこ

とになってございますので、申し上げたいと思います。 

それから、３点目の指定管理者関係のことですが、これにつきましても施設との関

係、絡みの中でいろいろ問題が発生していたということでご指摘のとおりでございま

す。今後指定管理者と定期的にそうした協議の場を設ける中でこうしたことが起きな

いような十分な手だてをとっていきたいと、その際町民の方々に不便、あるいは安心、

安全を脅かすということのないような方向で取り組んでまいりたいと、このように思

ってございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

以上、簡単でございますが、関係するところのご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ここで昼食のため休憩したいと思います。 

再開は午後１時から。 

 

休憩 午前１１時４４分 

再開 午後 １時００分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

小島議員の一般質問を続けます。 

１２番、小島一弘議員。 
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◇小島議員 それぞれ町長さんからご答弁をいただきました。１点目の中身から進めさせ

てもらいたいと思いますけれども、市町村実行計画、私の意味も理解していただいた

上で町民の行動指針を現在作成中だと、こういうお話でございました。言うならば、

エコオフィス的な地域の中における一番大きな事業所なのでしょうけれども、そうい

うものとしての責任を果たすという２１条の規定に基づいた、温暖化対策推進法の２

１条の根拠でのお話をされたわけでありますけれども、それでもなおかつ足りないも

のがあると。行動指針を現在作成中だということは、それを意味しているのだろうと

思います。私は、方向性は同じなのですが、市町村実行計画、このものの行動指針よ

りも一歩進んでこれまでのエコオフィス的な判断から、どちらかというと節約型のち

ょっと暗い感じのする電気を消そうとかそういうことから、ある意味ではポジティブ

な地球温暖化対策を積極的に、ポジティブに進めるのだと、そういう発想の転換をし

なければいけないと思うのでありますけれども、そのためにはまず事業所と言われて

いる大空町役場の庁舎関連施設の中身の数字をきちっと整理しておかなければいけな

いと私は思うのです。 

今説明によると、各施設の車両等の燃料や電気の使用量を二酸化炭素の排出量に換

算し、算出していると、こういうご答弁であったかと思います。これは、言うなら、

ちょっと失礼なのですが、言葉が過ぎるかもしれませんが、机上での数字を換算して

いく作業であります。私は、もしそうだとすれば一番問題点は、例えばそういう温室

効果ガスというのは法律の第２条の３項にあって、二酸化炭素に還元するということ

ばかりでなくて、それは前提としてメタンだとか一酸化二窒素だとか、それぞれいろ

いろあります。６品目あるわけでありますけれども、例えば私どもの施設の中に最終

処分場があります。埋め立て処分の中ではメタンが発生することは、これは自明の理

でありますので、このことが恐らく算定根拠に入っていない。あるいは牧野、そこに

飼養している牛もいると思いますし、あるいはそれを利用する生き物も存在してあっ

て、そのふん尿その他からも出るという計算の算式も当然考えておかなければいけな

いのではないかと。小さいことのようでありますが、そういうことを総合的に判断す

ることが必要だと。まず、みずからの事業所の中身を、事務事業の中身を洗って出す

というときには足元をきちっと確認をしていただかなければいけないのではないかと、

こういうことを２回目として申し上げておきたいと思います。 

それから、もう一つ、バイオマス構想の件でありますけれども、これは東藻琴村時

代に取り組んだということでございますし、答弁も引き継がれていると、こういうお

話もございました。したがって、東藻琴村農協からオホーツク農協へという形に移行

したわけでありますし、その際にあった東藻琴村の産業廃棄物適正処理対策協議会で

すか、これが主体になっているわけでありますから、これが現在機能していないとい

うふうに推測いたしますし、改編が必要だというふうに思っているところであります。

したがって、その観点からどのようにお考えになっているかということを再度お聞き

してから、もう一度私の提言も含めて申し上げたいというふうに思います。 

 

◇議  長 町長。 

 



- 24 -

◇町  長 実行計画の作成に当たっては、足元を十分に確認すると、現況を把握しなけ

ればならないということをご質問としていただきました。それをもとに通常の燃料換

算というようなことでつくったわけでありますけれども、さらにそういったものの詳

細といいましょうか、深度というのでしょうか、そういうものを深めて分析をして合

わせていきたいというふうに思います。そのときには、節約といっても限りもありま

すので、片方で切りかえるとか、別な手法によって化石燃料の変更をしていくという

ことも当然実行計画の中には考えられるのではないかと、そのように思っております

ので、そういう手法も使いながら、まずは町としての実行計画、それをまず達成する

ということを前提に行っていきたいというふうに思います。 

また、農協の関係のご質問もいただきました。この２月に合併をしてすべてのもの

が新しい農協の中で、また行政との関係の中でスムーズに移行されているかというと、

まだまだ課題も多うございます。今回ご提案もいただきましたので、今後こういった

ものもどうやって取り組んでいくかということについては協議を進めたいと思います。 

私が思いますのは、市町村単位で物事は進んでいる部分もありますけれども、この

地球温暖化防止対策というのは国全体、また大きな地域をもって皆が同じ意識でもっ

て取り組むことが大切であろうと、そんなふうに思うところでもありますので、ぜひ

とも物によっては広域的な取り組みもよしとしながら取り組んでいきたいと、そのよ

うに考えているところでありますので、ご理解を賜りたいと思います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ちょっと私の質問の仕方が悪かったのか、実行計画の中においては事業所の

中の庁舎だけが念頭にあるのではなくて、事務事業というふうにいえば、直接仕事を

している分野のところが問題になってきますので、補助金ということを言っているの

ではないですよ。牧野だとか最終処分場は、委託関係だとかその他いろいろあります

けれども、そこは基本的な考え方としては事務事業だと私は理解しているのでありま

すけれども、そういう意味でそこで出るものを燃料だとか電気代だけで積算して出し

てくるような数字だけでないものがあるのではないかということを申し上げただけな

のです。ですから、そこに注意を払って実行計画の基礎データというものをつくって

いただきたいということを、こういうことについては私の要請でございますので、今

現在で不十分な部分についてはそこをしっかりやっていただきたいというふうに申し

上げておきたいと思います。 

なおかつ、続けてでありますけれども、こういう行動指針は非常に大切なのであり

ます。考え方としても基本方向は同じなのでありますけれども、進んでいるところは

環境基本計画、ローカルアジェンダだとか、環境マネジメントのＩＳＯの１４００１

と言ったらいいのですか、あるいは新エネルギーだとか、いろんな計画物をもって進

めているわけですよ、先進的な自治体は。したがって、そういう考え方でひとつ推し

進めていただけないものかと。むしろ提言ですけれども、足らざるところを補いつつ

きちっと進めていくと、つまり温暖化に対する環境対策全般にわたってもうちょっと

腰を据えて取り組んでいただけないのかという提言をさせていただきたいと思います。 
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バイオマスに関しては、合併後いろいろとあるから、まだよくわからないというこ

とではないのでしょうけれども、いろいろまだ時間が短いのでという趣旨なのでしょ

う。したがって、今後のあり方については、大空町のバイオマス構想にふさわしいよ

うにひとつお考えを願いたいというふうに思うわけです。東藻琴の先駆的取り組みを

含めた、地域を限定せず大空町全域にわたってバイオマス構想を進めるようにひとつ

お考えをいただきたいというふうに思いますし、今後の環境対策、循環社会のあり方

についてもできるところからやっていきたいという最初の答弁もありましたけれども、

いろいろとこれまでも指摘してございます、同僚議員も言っていたようなことも含め

て、太陽光発電だとか木質バイオマス等々のペレットストーブという格好で一度聞い

たいきさつもございますけれども、そういう総合的な判断の上に立って循環型社会の

あり方についてひとつお考えを願ってお進めを願いたいということを申し上げておき

たいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 １点目でありますけれども、実行計画の中ではいろいろな要素がということ

で、それは私どもも十分承知している部分もございますけれども、ただ事務段階で道

の説明などを受けたときに、そういったものの温室効果ガスの換算方式というものが

なかなか具体的な数値として示されなかったということで、数値的にはその中には入

れなかった経過がございます。ただ、言われている趣旨のことはもっともで、いろい

ろな、極端に言うと人間活動そのものが、人間が生存していることそのものが例えば

二酸化炭素の排出につながる部分もありますので、極論を言えば職員数もどうするか

というような議論だってなくはないのではないかと思います。ただ、数字的に数値が

出てこないということでありますので、実行していく段階では具体的な数字の積み上

げのところにはそういうものは出てこないかもしれませんけれども、実際の取り組み

の事例としてはそういうことも考えながら取り組んでいく必要があるだろうと、その

ように考えております。 

また、腰を据えてということでありますけれども、先ほどもちょっと１回目の答弁

のときにお話をさせていただきましたけれども、４月に各課といろいろな課題の整理

をする懇談を行っておりますけれども、その中の項目の一つとして、これは各課共通

の項目として地球温暖化の防止ということが今この社会の中で求められていると。で

すから、行動計画に限らず、今私どもがやっている事務事業、いろいろな意味でどう

いうところでそういうものの削減が可能かどうかと。一人一人の提案と、さらにはそ

の実行ということでこれを達成していかなければならないと、そういうふうに考えて

おります。それのための例えば町民の行動指針、それに誘導していくための施策とい

うようなものも必要だということで、一過性、ブームだけに終わらすことなく、これ

については将来にわたっての長い取り組みが必要になるだろうと思いますので、しっ

かりとそういうもの一つ一つ計画をし、実行するということで取り進めてまいりたい

と思います。 

また、東藻琴地域でつくったバイオマスタウン構想ではありますけれども、先ほど
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言いましたように、これは大空町に引き継がれているということでありますので、大

空町全域として例えば耕種が中心の地域と、そして畜種が中心の地域などもあります。

そこのところがどのように今後連携をしていくかというようなことを含めて、全町で

取り組みができるようにこの考え方を踏襲してまいりたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 最終的に申し上げたいのは、行動指針よりは地域推進計画という形で同じこ

とになるのではないかと、中身は同じだと思うのですけれども、先進自治体はそのよ

うに取り組んできているのです。ですから、先ほど申し上げた環境基本計画もそうで

すし、環境マネジメントもそうですし、新エネルギービジョン、省エネルギービジョ

ン等々、総合的に勘案をして進めるということを再度申し上げておきたいと思います。 

いろいろと各課においても連携よろしくやっているのだという町長の答弁ございま

したけれども、例えばの事例ですけれども、ＮＥＤＯと言ったほうがいいのですが、

技術開発機構、地域新エネルギー導入促進事業、地産地消型社会システム枠の公募に

ついてなんていうのは当然情報としては入っているかと思います。これについては、

締め切り日が７月８日でございます。迫っております。いろんな４月中にもう既に締

め切りが終わったものも存在しています。何を申し上げたいかというと、いち早く取

り組んでうまくいかなかった場合は、公募の形態をとっておりますので、無理なもの

は無理だと思いますが、そういう対策等々も単に意識づけの問題として各課連携を呼

びかけていますよではなくて、具体的な我が町が求める方向性が見えるものであれば、

積極的にそういうものについても応募していくという政策的判断が必要になっている

のではないかということを１番目の地球温暖化対策と循環型社会についてということ

についての最後の質問にして、お答えをいただきたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 言葉の中で行動指針がいいのか、推進計画がいいのかと。ただ、３月の議会

の折にも、言葉の使い方ではないのですけれども、町として先ほど言った数値として

燃料がどの程度節約されて、そのことによって二酸化炭素等の温室効果ガスがどのぐ

らい減ったかということは机上で計算できる仕組みになっておりますけれども、それ

以外のものはなかなか難しいと今申し上げました。さらに、町民の方々に協力を呼び

かけるという形にしても、実際にそれを十分数値として把握ができるかというところ

は正直言ってなかなか難しいなという考え方を持っておりました。そういうような意

味で町民の方々の行動規範というような形が良いのかなというようなことから、現在

は指針という形で進んでおりますけれども、今後その内部の調整等々踏まえながら、

どういうような名称でどういう形で町民の皆さんにお示しをし、協力を呼びかけてい

くかという形については今後また詳細詰めてまいりたいと思いますので、また折に触

れご提言をいただければと思います。 

また、ＮＥＤＯ等のいろいろな補助事業、これには風力や地熱やバイオマスや太陽
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光等々いろいろあります。先ほど言いましたように、単純に今の市町村行動計画は節

約型にしかなっておりませんので、新しい新エネルギーに乗せかえるというようなと

ころの具体的な発想まではいっておりません。ただ、根幹は、いかにして減らすかと

いうのは節約だけでは限りがありますので、そういうようなことも当然考えていかな

ければならない。言いわけになってしまいますけれども、まだ十分そこの域に内部検

討が進んでいないということで今回手を挙げませんでしたけれども、過去に風力等に

ついて風況調査などを実施したことがございました。その節には、この地域では風力

ではなかなか十分な活用が得られないというような報告をいただいた経過もあります。

そういう意味では、いろいろなエネルギーがありますので、今後いろいろな公共施設

等々整備する際いろんな手だてを考えたり、また町民の方にご協力いただくためには

どういうような補助制度などで誘導していくかということも含めて検討したいと思い

ますし、そういう情報をいち早くキャッチをして内部調整を進めていけるように努力

をしたいと思いますので、今後ともご指導いただきますようよろしくお願いをいたし

ます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 １問目は、それで答弁を了としつつ、今後の課題として積極的に進めること

をお願いしつつ、２問目に移りたいと、このように思います。 

２問目は、公共施設の維持管理と更新についてでございます。それぞれご答弁をい

ただきました。継続的に総合計画に取り入れていない傾向もあるけれども、教育長の

答弁でしたか、今後は検討していきたいというような趣旨もございましたし、それぞ

れ公共施設の維持管理というのは大変なことでございまして、住民サービスに直結を

しているというようなことで老朽化に伴うものについては非常に危険な事態も起きて

くるわけでありますから、その辺を勘案して進めていくということで積極的に進めて

いくことをもう一度お願いをしておきたいと思いますし、それが第１点であります。 

第２点は、施設の有害物質に対する危機管理と。これについてもＰＣＢ、それから

アスベストも従来のそれぞれ規定にないもの、あるいは基準値が変更になったりとか

等々の問題が出てきているようであります。したがって、こういう趣旨の有毒物質の

取り扱いについては、住民に対しても率先してきちっとした対応をしなければいけな

いと同時に、先ほども申し上げたように、住民サービスの拠点である公共施設におい

てそういう問題が起きるわけでありますから、ともすると３種類しかないというふう

に言われた例えばアスベストについては、先ほどお話があったようにトレモライト、

答弁にもありましたようにアンソフィライト、アクチノライトなどの３種類のアスベ

ストが区立保育園で見つかったというのがことしの１月５日の読売新聞でも出ており

ますし、１月３０日には民間の建物にも高い発がん性のこれまでないとされていた３

種類、さらにはひる石というバーミキュライトについてもアスベストが混入している

疑いがあるというのは別な雑誌に出ているというようなこともありまして、今現在厚

生労働省も含めて基準とその他についてなかなか明示していないから、基礎的自治体

のほうでは非常に対応に苦慮するということなのでありますけれども、調査はきちっ
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と、現況把握をきちっとやっていただきたいということをもう一度申し上げたいと思

いますし、トランスの問題について先ほど答弁、変圧器等々積極的にやっている姿が

ほの見えてきているわけでありますが、この答弁のとおり、やはり積極的に予算づけ

もしてできるだけ早期に取り組んでいただきたいというふうに思います。 

総じてこのことについては、ＰＣＢ、アスベストそれぞれ今までは良いとなったも

のが悪くなったり、あるいは改善改修しているところにあっても、例えばゲートボー

ルセンター、アスベストの工事が女満別町時代にあって大規模改善改修やりましたけ

れども、しかる後に、その改善改修の後に天井材その他をやったものが今の現時点で

たどれば、やはり答弁にも一部触れていたかと思いますけれども、問題ある可能性が

極めて高くなっているということでありますから、国のほうの問題であるというふう

に言えばそれまでのことなのですが、やはりあなた任せにしないで積極的に公共団体

としての役割として、住民の健康と安全を預かっている立場からいってもそこをしっ

かりとお進め願いたいということを申し上げておきたいと思います。 

まず、それについての１回目はこれで終えたいと思いますが、よろしくご答弁をお

願いします。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 施設等々については、事が起きてからということではなくて、それを事前に

把握できるように十分調査をしながら、その修繕、更新等々、利用形態も含めて考え

てまいりたいと思いますので、よろしくお願いをしたいと思います。 

危機管理等については、アスベスト等についてもＰＣＢについてももともとは国が

認可をした材料をもって施工したものが今になって健康に害があると。さらに、その

水準、基準についても１％から０．１％に下がる。正直言って翻弄されているのが私

ども末端の直接住民の方々にサービスを提供している市町村などでありますけれども、

国が示すそういったものを信じながら、その指導に基づいて的確に対処をしていきた

いと。時期もおくれることなく対処をしていくということをこの場でお約束をしたい

と思いますし、また調査については私どもだけでは判断できない部分もありますけれ

ども、いろいろな可能性を考えて疑惑が、疑問が払拭できるような、そういう中で対

処していきたいというふうに考えますので、よろしくお願いを申し上げたいと思いま

す。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 時間もあと６分ぐらいでございます。基本的には答弁のとおり一生懸命進め

ていただきたいと思いますが、特に有毒物質の取り扱いは何度も執拗に申し上げて恐

縮でありますけれども、ある程度予測をして進めないとなかなか難しいのです。国の

出方を待っていただけではだめだということですから、その点についての担当者をき

ちっと置いてきちっと管理をして対応を、常に新しい情報をとっていくという姿勢を

つくっていかないとなかなか後手後手になると。あるいは、そのことに伴う問題点を
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含んだ公共施設の維持管理、あるいは更新時期の判断もおくれてしまうというような

ことになってございますので、やはりその観点からいってもアスベストについてもＰ

ＣＢについても同様でありますけれども、きょうこのことについて触れられていない

ことについては、例えばシーリング材だとか天井材、あるいは断熱材その他、それぞ

れアスベスト、それからＰＣＢ関連の資材というのはまだあるのです。恐らく建設課

の担当のほうではある程度の情報は把握していると思いますけれども、そこをきちっ

と整理して対応していくということをやっていただかないと困るなということをもう

一度申し上げ、さらに公共施設の今後のあり方についてはよく検討して進めていただ

きたいということを申し上げておきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 ＰＣＢ等につきましては、従来管財課が対応していたり、さまざまなところ

ご指摘もいただきながら、現在住民生活課、廃棄物の関係のところに一元化して担当

者を配置して、管理もそこの部署のところで行うという形にさせていただきました。

今後もその体制を維持しながら、情報が散漫にならないようにまとめてこの適切な管

理等々、また処分等に当たっていきたいと思いますし、アスベスト等につきましては

主に過去につくった、建設した当時の資材、さらには途中で改修した等の当時の資材

と、いろいろなものにわたりますし、その施設を所管しているような担当課だけでは

わかり得ないところもありますので、これは建設課を中心にしてその情報が入ってま

いりますので、その指導のもとに順次調査を進めていきたいというふうに思います。 

具体的にアスベストの関係については、国のほうから最後どういうような対応をす

るべきなのかというところがまだ示されておりませんので、それを受けて、その中で

最良の方策で今後対応してまいりたいというふうに思いますので、またご指導いただ

きますようよろしくお願いを申し上げます。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 維持管理を中心として申し上げてきたわけでありますけれども、最後の質問

になりますけれども、これまでの施設を解体するときにこの有毒物質というのは飛散

をしたり、管理上のときにも事故があったら問題が出てくるわけでありますけれども、

新しく新規に予定されているような例えば小学校の事例なんかの場合含めて解体時期

は非常に大きな問題点があると、私は出てくるというふうに予測を実はいたしており

ます。したがって、何を申し上げたいかというと、維持管理もそうでありますが、新

規の更新のときについてもより注意深くやらなければいけないということを申し上げ

ておきたいと思いますし、先ほど１問において地球温暖化防止実行計画のことも若干

触れましたけれども、北見市の市役所の地球温暖化防止実行計画の中には今言った有

毒物質の取り扱いについてまで書いている。戻って質問するつもりではありませんか

ら、質問ではありませんけれども、こんなことで１と２が有機的につながっているの

だということを最後に申し上げて、今後についてはそういうことの更新計画を含めて
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きちっと整理をして、財政が厳しいからなかなかできないという最初の答弁もありま

したけれども、住民のサービスと安全ということにかけて再度きちっと整理を進めて

いただきたいということを申し上げて、質問を終わりたいと思います。 

以上です。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 平成１９年度は総額で５,０００万円ほどになったかと思いますけれども、

解体費の予算を計上させていただきました。病院の看護婦寄宿舎、さらには教職員住

宅、火葬場、藻琴山温泉の芝桜公園の施設等々解体をさせていただきましたけれども、

その折にもそういったものの含有があるかないか、そのことを念頭に置きながら進め

てきたところであります。今後公共施設等の整備を進める上で部分の改修ですとか、

場合によっては新築に伴う解体、さらには廃止に伴う解体等々出てくる可能性もござ

います。そういったときにも十分そういった点にも配慮してまいりたいと思います。 

また、行動計画等々と有機的に結びつくということでなるほどなと改めて思ったと

ころでありますけれども、今回のテーマは非常に広くございましたので、どういうと

ころに的を絞ってお答えをしていいかということで大変苦慮した部分もございます。

ただ、いろいろな事業所活動、また行政の活動というのはすべてにおいて関連がなさ

れているものだと改めて痛感をした部分もございます。今回の行動計画には十分でな

いところもありますけれども、一つの目標として、数値の目標として掲げさせていた

だきました。それらをもとに着実に実行することと、その根本の精神というものを大

切にしていろいろなとき折々にその考え方を引き継げるような、そんな取り組みで行

政運営をしてまいりたいと、そのように思いますので、ご指導いただきますようよろ

しくお願いを申し上げます。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 これにて小島一弘議員の一般質問を終了します。 

これで一般質問を終わります。 

 

◎散会の宣言 

◇議  長 以上で本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。 

ご苦労さまでした。 

散会 午後 １時３３分 
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開議 午前１０時００分 

◎開議の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから平成１９年第２回大空町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定によって、議長において、５番、森

田暢明議員及び６番、松岡克美議員を指名します。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。 

事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。 

ただいまの出席議員は１７名であります。 

なお、平田議員より遅参する旨の届出があります。 

本日の会議に説明のため出席する者の職、氏名は一覧表として配付しているとおり

であります。 

本日の議事日程は、配付してあります日程表のとおりであります。 

以上です。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第２ 議案第４３号 

◇議  長 日程第２、議案第４３号 物品の購入についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

田端学校管理課長。 

 

◇学校管理課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 
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これから議案第４３号 物品の購入についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４３号 物品の購入については、原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎日程第３ 議案第４４号 

◇議  長 日程第３、議案第４４号 物品の購入についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

田端学校管理課長。 

 

◇学校管理課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

５番、森田暢明議員。 

 

◇森田議員 参考までにお聞かせ願いたいなというふうに思うのですけれども、先の４

３号議案につきましては議決されましたので、それにはちょっと触りづらい話にな

ると思いますけれども、参考までにお聞かせ願いたいのですけれども、これは４３

号も４４号も更新をするということだと思うのですけれども、そこら辺のことをも

う少し。本来ならば予算が計画されていることであるから今さらお聞きするのもち

ょっと失礼だとは思うのですけれども、もうちょっと詳しくお聞かせ願えればと思

います。それと、もちろん女満別中学校、東藻琴中学校、生徒数が大分違うのでは

ないのかなと思うのですけれども、コンピュータの導入を今回、更新ということで

あれば台数はそんなに大きな開きはないのですけれども、そこら辺は今後古いもの

を、今まだ使用に耐えられるものを、それらも合わせて使用しようという考え方な

のか、また今あるものを３９台、３２台と入れ換えるという考え方で今回の購入に

なったのか、その辺のことをお聞かせ願いたいと思います。 

 

◇議  長 学校管理課長。 

 

◇学校管理課長 ただいまご説明いたしました女満別中学校、東藻琴中学校のパソコン

につきましては、全部更新ということで考えております。女満別中学校につきまし

ては平成１３年に導入、東藻琴中学校につきましては平成１２年に導入したパソコ

ンでございます。導入の数につきましては、平成１９年度各学校の担任の先生と検

討委員会を開催いたしましてその中で、一クラスで一人１台が当たるようにという

ことで数を設定してございます。文部科学省で平成１７年に公立小学校の教師用Ｐ

Ｃの整備方針というのが出されておりまして、その中で生徒一人に１台、教師用２

台というような取り決めになっておりまして、その取り決めのとおりに整備させて



- 3 -

いただいているつもりでございます。古いものにつきましては、現状の使用に耐え

ない、起動してフリーズしたり、動かないというパソコンがかなり多くあると聞い

ておりますので、それについては廃棄処分をしたいというふうに考えておりますが、

使えるパソコンについては、各校長会等がありますので、ぜひ活用していただきた

いというような口頭で通知はしているところでございます。 

以上でございます。 

 

◇議  長 ５番、森田暢明議員。 

 

◇森田議員 もう一つお聞きをしていたつもりでいるのだけれども、各学校のいわゆる

一クラスの生徒が同時に使えるようにというようなことでの整備ということなのだ

けれども、その一クラスの生徒数が東藻琴中学校と女満別中学校とでは今、現段階

でも人数の開きがあるのではないかと。そこでそれが、導入をした台数が多いのか

少ないのかという判断は、その学年によってまた将来数年後に入ってくる生徒数に

よって当然違うだろうと思うので、その辺のことも十分検討された上での台数の決

定だったのかどうか。そこをお聞きしたかったのだけれどもよろしくお願いします。 

 

◇議  長 学校管理課長。 

 

◇学校管理課長 すいません。先ほどご説明をした中で検討委員会を過去４回開催いた

しまして学校の先生とも協議をいたしております。今後の生徒数の推移を見極めな

がら最大数で購入をしてございます。 

以上です。 

 

◇森田議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４４号 物品の購入についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４４号 物品の購入については、原案のとおり可決されまし

た。 
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◎日程第４ 議案第４５号 

◇議  長 日程第４、議案第４５号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更に

ついてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

川口企画課長。 

 

◇企画課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

１２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 ちょっと確認をさせていただきたいと思います。過疎地域自立促進市町村

計画の中身でございます。昨日環境に対する考え方もいろいろと一般質問をさせて

いただいて、町長の積極的な答弁をいただいた経緯もあるわけでございますが、行

政に関してはそうなのですが、地域における行動指針も前提にすると、企業だとか

特定排出者の関係の問題も出てくるかのように私は理解をしております。したがっ

て産業の振興における８ページの麦類乾燥調製貯蔵施設整備事業（東藻琴地区）、

事業主体は農協ということでございますけれども、昨日のバイオマス事業について

も東藻琴農協で実質的主体はそうでありまして協議会をつくっておったという経過

がございます。推進主体がそういうことだということでございます。関連があるか

ら申し上げるわけではありませんが、この施設に関してＣＯ２の排出量というものは

どのぐらいにお考えになっておられるのでしょうか。過疎計とその他の計画との絡

みの中、今後のあり方の問題もあるかと思いますのでお考えをお聞かせ願いたいと

思います。 

 

◇議  長 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時２０分 

再開 午前１０時２１分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

農政課長。 

 

◇農政課長 ただいまご質問のございました麦乾の関係等でございます。今回過疎計の方

に計画を建てさせていただいて今年度中に整備するというような状況になってござい

ます。今ご質問のございました麦乾の関係と当然乾燥ということがございますので、

その中で当然ＣＯ２が出てくるということは当然だというふうに考えてございます。

しかしながら今の計画を進めている段階にあって今言われましたＣＯ２の換算という

ようなところまで正直に申し上げて実施計画の中で計算をしているというような状況
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ではございませんので、今ご質問にありましたＣＯ２の排出量についてはこの場でお

答えすることはできないということでご理解をいただきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 唐突な質疑であったがゆえに感じておられるようでありますから、以前い

ろんな議論の中でも出てきた経緯がございますので特定排出者には該当しないだろ

うと私の想定をしております。したがって今後のあり方について後ほどで結構です

ので、当然こういう計画ものというのはＣＯ２の排出量も含めて今後は検討をしてい

かなければいけないと、何事においてもそういう時代的状況でありますので、その

ことについては後ほど、昨日の話をしたくはないのですが、燃料、電気、その他か

ら換算をすれば簡単に出るデータの出し方もやってきているわけですよ。やる気に

さえなればできるわけです、私はそれでは不本意なのですが、それはそれとして後

ほどわかり次第教えていただければありがたいと思います。 

 

◇議  長 農政課長。 

 

◇農政課長 ただいまの農協の方で実施計画を策定中というようなことでございますの

で、その中でＣＯ２の削減につなげるような取り組みもできるのかどうか、その面も

確認をしながら逆にそういうような働きもしていただきたいということで、町の方

からも指導というようなことではございませんけれども申し送りというようなこと

でさせていただきたいと思いますのでご理解いただきたいと思います。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４５号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更についてを

採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４５号 大空町過疎地域自立促進市町村計画の一部変更につ
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いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第５ 議案第４６号 

◇議  長 日程第５、議案第４６号 大空町職員定数条例の一部を改正する条例制定に

ついてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

渡邊総務課長。 

 

◇総務課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

１５番、樫原達也議員。 

 

◇樫原議員 条例の第２条第１項の職員は今現在何人いるのかちょっと教えていただき

たい。 

 

◇議  長 総務課長。 

 

◇総務課長 第２条第１項第１号の町長部局の現員数についてのご質問かと思いますが、

本年４月１日現在で１２３人の現員数がおります。 

 

◇樫原議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４６号 大空町職員定数条例の一部を改正する条例制定についてを

採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４６号 大空町職員定数条例の一部を改正する条例制定につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第６ 議案第４７号 
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◇議  長 日程第６、議案第４７号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４７号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定につ

いてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４７号 大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制

定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第７ 議案第４８号 

◇議  長 日程第７、議案第４８号 大空町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療

費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４８号 大空町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成
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に関する条例の一部を改正する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４８号 大空町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費

の助成に関する条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◎日程第８ 議案第４９号 

◇議  長 日程第８、議案第４９号 大空町乳幼児医療費の助成に関する条例の一部を

改正する条例制定についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

三條福祉課長。 

 

◇福祉課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第４９号 大空町乳幼児医療費の助成に関する条例の一部を改正する

条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第４９号 大空町乳幼児医療費の助成に関する条例の一部を改

正する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第９ 議案第５０号 

◇議  長 日程第９、議案第５０号 平成２０年度大空町一般会計補正予算（第３号）

についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

大槻財政課長。 

 

◇財政課長 （提案理由説明） 
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◇議  長 議案第５０号の提案説明が終わりましたが、ここで１０分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時０５分 

再開 午前１１時１５分 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

議案第５０号の議事を続けます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

１２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 補正予算の質疑なんでありますけれども、４５ページの商工観光費の中で

観光協会費の補助金が２２万１,０００円増額になっております。先ほどの説明に

よると職員の派遣の関係からの問題だというふうな説明がございました。さらに４

７ページにおいて、青少年育成事業協会補助金の減額補正１３２万４,０００円と

いうことになっております。それぞれいうならば職員派遣にかかわることなのであ

ろうと思いますけれども、まず第１点として職員派遣の今後のあり方について、以

前も指摘をさせていただいたときも申し上げたのですが、職員派遣はやむを得ない

事項を除いてはできるだけそういう方向ではない形で努力をするというような感じ

で私どもは受け止めていたわけでありますけれども、そういう意味では観光協会な

どもプロパーで職員を雇用すれば足りるというふうに思いますし、そのための人件

費はきちんと補助金で措置すれば良いかと、そのように考えている次第であります

のでこの差額のことと、それから青少年育成事業協会の補助金の人件費が内訳であ

るだろうとは思うのですが、この件については指定管理者なわけですよね。たまた

ま退職した職員がそこの法人の職員になって完全プロパー化して分離されたという

経過の中で、緊急性を帯びていたからやむを得なかったという性格も若干理解をし

ないわけではないですけれども、今後のあり方として、指定管理との関係からも含

めて職員を派遣すれば補助金をカットすると。それは人件費が根拠になってくるの

でしょうけれども、その辺の考え方がどうもいずいような気がして堪らないのです

よね。額がどうだとかそういう問題ではありませんけれども、基本的な考え方につ

いてちょっとお答えを願いたいと思っております。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 過去の議会でもこの問題については触れられておりまして、そのときと考

え方については私は変わっていないと。現在いろいろなところに職員を派遣をして

いる現状にありますけれども過渡期として捉えている。今後は基本的にはプロパー

の職員の中で対応していただくということを前提として考えていきたいというふう

に思っております。今回の措置も議員も内容等についてはあらかたご承知かと思い

ますけれども、教育費の関係については突発的な退職というようなこともございま
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して緊急的に職員を対応させたというような経過もあります。観光協会等について

は、将来を見据えた中でどのような体制がということを想定しながら今回の職員の

派遣ということを考えたところでもありますのでご理解を賜りたいと思います。決

して方針が揺らいだとか、変えたとかということではないということでご了解を賜

りたいと思います。 

 

◇議  長 １２番、小島一弘議員。 

 

◇小島議員 町長も苦しい答弁ですし、私も理解をいたしたいと思います。気になるの

は過渡期っていつまでやるんだという話になるのですよね。町長はっきり言わない

から想定して物事を言わなければならないのですが、この任期中は続けると解釈を

してよろしいのですか、あるいは任期中に解決をするということですか。それだけ

お聞かせを願えれば質疑は終えたいと思います。 

 

◇議  長 町長。 

 

◇町  長 これは派遣する側の役場の職員の関係もありますし、プロパーとして人材

を確保できるかという関係もございます。できるだけ早い時期にこういったものに

ついては整理をしていきたいと思います。 

 

◇小島議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

２番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 ４７ページの今ちょっと同僚議員の質問項目とかぶるのですけれども、今

一度考えを問いたいのですけれども、このＢ＆Ｇ海洋センターの管理費、指定管理

委託料のことなのですけれども、教育委員会が指定管理に出すことにおいて、過渡

期としていろいろと課題は出てくるでしょう。それが教訓となると思うのですけれ

ども、ただ私はこの指定管理のことについて、この項目もそうなのですけれども、

別件事故との云々も含めて、指定管理に対する考え方というか判断、対応への甘さ

がどうしても目に付くのですけれども、この課題は浮き彫りになったと私は理解を

しているのですけれども、この課題を今後どのように教訓として生かされるのか今

一度お伺いしたいと。できれば教育長にお考えを聞かせていただきたいと思います。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 松田議員のご質問にご答弁を申し上げたいと思います。議員もおっしゃら

れましたようにこの指定管理者制度がスタートして１年有余が経って、この４月か

ら新たな指定管理が動いているというようなことで、私どもで実際に対応していっ
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た中でつかみきれなかった課題等が出てきたということ。あるいは、施設等の修理

も予想しないものが出てきたというようなことがあって、それらについては十分な

対応ができない面もあったということは反省をいたしております。そこで今後です

が、育成事業協会の方々と協議の場、話し合いの場、情報交流の場を設定してそう

したことが予想されるものについては、早め早めに手を打つというような体制で臨

んでまいりたいと思っていますし、施設等の点検についても教育委員会の職員と育

成協の職員とが一緒に巡検をするというようなことの体制をとってまいりたいと、

このように考えておりますのでご理解をいただきたいと思います。 

 

◇議  長 ２番、松田信行議員。 

 

◇松田議員 なぜこういう質問をしたかというと、これは決定ではないですけれども動

きとして、今現在子供たちの運動能力の低下だとか、体力低下だとかその中で総合

型地域スポーツクラブというそういう動きがあるやに聞いております。私はそれは

理想だと思うのですけれども、当然そういうことが推進されると自ずと今回の課題

を教訓にしてスムーズに運営してほしいと、そういう思いがあって聞かさせていた

だきました。ぜひ今回のことを教訓にして進めていただきたいと思います。 

以上、質問を終わります。 

 

◇議  長 教育長。 

 

◇教 育 長 今ご質問の中で、総合型地域スポーツクラブというお話が出ましたが、大

空町としてもそれを立ち上げることができないかという姿勢から、この２６日に道

の担当の職員を招いて学習会、研修会をする予定でおります。そうした中から学び

ながら、今議員がおっしゃられますような形で子供たちが安全にスポーツ活動に親

しめるような安全環境の整備等に十分気をつけてまいりたいと、このように思って

ございますのでご理解をいただきたいと思います。 

 

◇松田議員 終わります。 

 

◇議  長 そのほか質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５０号 平成２０年度大空町一般会計補正予算（第３号）について
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を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５０号 平成２０年度大空町一般会計補正予算（第３号）に

ついては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１０ 議案第５１号 

◇議  長 日程第１０、議案第５１号 平成２０年度大空町簡易水道事業特別会計補正

予算（第１号）についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

高橋建設課長。 

 

◇建設課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５１号 平成２０年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算（第１

号）についてを採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５１号 平成２０年度大空町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第５２号 

◇議  長 日程第１１、議案第５２号 大空町監査委員条例の一部を改正する条例制定

についてを議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

大槻財政課長。 

 

◇財政課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから議案第５２号 大空町監査委員条例の一部を改正する条例制定についてを

採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、議案第５２号 大空町監査委員条例の一部を改正する条例制定につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 農業委員会委員の推薦 

◇議  長 日程第１２、農業委員会委員の推薦についてを議題とします。 

お諮りします。議会が推薦する農業委員会の委員は３人とし、推薦の方法につい

ては指名推薦の方法によりたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、議会において推薦する農業委員会の委員は３人とし、推薦の方法は指名

推薦によることに決しました。 

お諮りします。指名推薦の方法は議長において指名することにいたしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、指名推薦の方法は議長において指名することに決しました。 

暫時休憩します。（推薦者名簿の配布） 

 

休憩 午前１１時３３分 

再開 午前１１時３５分 

 

◇議  長 休憩を閉じ、会議を再開します。 

今議会において推薦する農業委員会の委員に、ただいまお手元に配布しました推薦

書のとおり近藤哲雄議員、田中勝吉議員及び岡内祐一氏を推薦したいと思います。 

地方自治法第１１７条の規定により、近藤哲雄議員及び田中勝吉議員の退場を求め

ます。 

（「近藤哲雄議員」及び「田中勝吉議員」退場） 
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◇議  長 お諮りします。今議会における農業委員会の委員に、近藤哲雄議員、田中勝

吉議員及び岡内祐一氏を推薦することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

よって、今議会における農業委員会の委員に、近藤哲雄議員、田中勝吉議員及び岡

内祐一氏を推薦することに決しました。 

暫時休憩します。（「近藤哲雄議員」及び「田中勝吉議員」入場着席） 

 

休憩 午前１１時３７分 

再開 午前１１時３８分 

 

◎日程第１３ 発議第８号 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

日程第１３、発議第８号 国による公的森林整備の推進と国有林野事業の健全化を

求める要望意見書を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第８号 国による公的森林整備の推進と国有林野事業の健全化を求め

る要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第８号 国による公的森林整備の推進と国有林野事業の健全化

を求める要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１４ 発議第９号 

◇議  長 日程第１４、発議第９号 北海道開発の直轄整備体制堅持に関する要望意見

書を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 
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９番、深川昇議員。 

 

◇深川議員 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第９号 北海道開発の直轄整備体制堅持に関する要望意見書を採決し

ます。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第９号 北海道開発の直轄整備体制堅持に関する要望意見書は、

原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 発議第１０号 

◇議  長 日程第１５、発議第１０号 平成２１年度国家予算編成における義務教育費

無償、義務教育費国庫負担制度の堅持と負担率２分の１復元教育予算の確保・拡充を

求める要望意見書を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

１５番、樫原達也議員。 

 

◇樫原議員 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

◇議  長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから発議第１０号 平成２１年度国家予算編成における義務教育費無償、義務

教育費国庫負担制度の堅持と負担率２分の１復元教育予算の確保・拡充を求める要望

意見書を採決します。 
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お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、発議第１０号 平成２１年度国家予算編成における義務教育費無償、

義務教育費国庫負担制度の堅持と負担率２分の１復元教育予算の確保・拡充を求め

る要望意見書は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 報告第２号 

◇議  長 日程第１６、報告第２号 平成１９年度財団法人女満別青少年育成事業協会

の経営状況についてを議題とします。 

山下町長からお手元に配布しているとおり法人の経営状況を説明する書類の提出が

ありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

菊地社会教育課長。 

 

◇社会教育課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これで平成１９年度財団法人女満別青少年育成事業協会の経営状況について

は終わります。 

 

◎日程第１７ 報告第３号 

◇議  長 日程第１７、報告第３号 平成１９年度財団法人めまんべつ産業開発公社の

経営状況についてを議題とします。 

山下町長からお手元に配布しているとおり法人の経営状況を説明する書類の提出が

ありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

菊地農政課長。 

 

◇農政課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これで平成１９年度財団法人めまんべつ産業開発公社の経営状況については

終わります。 

 

◎日程第１８ 報告第４号 

◇議  長 日程第１８、報告第４号 平成１９年度大空町土地開発公社の経営状況につ

いてを議題とします。 

山下町長からお手元に配布しているとおり法人の経営状況を説明する書類の提出が

ありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

川口企画課長。 

 

◇企画課長 （提案理由説明） 
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◇議  長 これで平成１９年度大空町土地開発公社の経営状況については終わります。 

 

◎日程第１９ 報告第５号 

◇議  長 日程第１９、報告第５号 平成１９年度株式会社藻琴山温泉管理公社の経営

状況についてを議題とします。 

山下町長からお手元に配布しているとおり法人の経営状況を説明する書類の提出が

ありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

伊藤産業振興課長。 

 

◇産業振興課長 （提案理由説明） 

 

◇議  長 これで平成１９年度株式会社藻琴山温泉管理公社の経営状況については終わ

ります。 

 

◎日程第２０ 報告第６号 

◇議  長 日程第２０、報告第６号 例月出納検査報告についてを議題とします。 

監査委員から例月出納検査報告書の提出がありましたので、監査委員の報告を求め

ます。 

佐々木代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 （例月出納検査報告） 

 

◇議  長 これで例月出納検査報告については終わります。 

 

◎閉会の宣告 

◇議  長 これで本日の日程は全部終了しました。 

会議を閉じます。 

山下町長から発言があれば許します。 

町長。 

 

◇町  長 第２回大空町議会定例会の閉会に当たりまして、一言お礼とこれからの決意

を申し上げたいと思います。 

本定例会におきましては、一般質問はお２人という状況でありましたけれども、こ

れは決して本町が抱える課題が少ないとか、ないというようなことではないと、その

ように認識をしているところでもあります。議会の冒頭、行政報告として申し上げま

したけれども、今回降ひょうによる被害もあったわけでありますけれども、今回につ

いてはご報告という形にしかなってございません。具体的に何か今後の対策というよ

うなことまで踏み込んでいない状況もございます。そういったものも今後いろいろな

ご意見をいただきながら検討していかなければならないと、そのように考えていると

ころでございます。またそれ以外においても、さまざまな課題が山積している状況で
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あると、そのように認識をしてございます。若干お時間をいただいたという感じがい

たしますけれども、その分しっかりとその内容を受けとめて、今後その課題解決に向

けて職員ともども一生懸命努力をしてまいりたいと思いますので、今後ともご指導、

またご意見等をいただきますよう重ねてお願いを申し上げお礼に代えさせていただき

たいと思います。 

誠にありがとうございました。 

 

◇議  長 平成２０年第２回大空町議会定例会を閉会します。 

大変お疲れさまでした。 

閉会 午後 ０時２０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




